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エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
共
和
国
初
等
算
数
指
導
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時

評
価
調
査
 
評
価
グ
リ
ッ
ド
 

 

評
価
設
問

 
評

価
 

項
目

 
大

項
目

 
小

項
目

 
判

断
基
準
・

方
法

 
必

要
な
デ
ー

タ
 

情
報

源
 

デ
ー

タ
 

収
集
方
法

 
専
門
家
派
遣

 
各
分
野
、
人
数
､
派
遣
期
間
、
時
期
の
投
入
内
容
 

専
門
家
派
遣
実
績
 

調
査
団
派
遣

 
各
分
野
、
人
数
､
派
遣
期
間
、
時
期
の
投
入
内
容
 

調
査
団
派
遣
実
績
 

機
材
供
与

 
投
入
機
材
の
種
類
や
数
量
、
さ
ら
に
目
的
 

資
機
材
供
与
実
績
 

研
修
員
受
入
れ

 
研
修
員
人
数
と
研
修
内
容
、
期
間
、
タ
イ
ミ
ン
グ
 

研
修
実
績
 

現
地
活
動
費

 
活
動
予
算
額
と
支
出
内
容
 

現
地
業
務
費
投
入
実
績
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
管
理
、
実
施
体
制

 
運
営
管
理
・
実
施
体
制
の
状
況
 

関
連
機
関
組
織
図
、
人
員
配
置
図
、

業
務
分
掌
表
 

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
側
投
入

 
C
/P

配
置
、
ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト
負
担
 

同
上
、
会
計
書
類
 

実 績 

投
入
実
績

 

投
入
は
計
画
ど
お
り
で

あ
っ
た
か

 
投
入
計
画
、
投
入
実
績
 

P
O
、
専
門
家
所
見
 

R
/
D、

調
査
団
・
業
務
報
告

書
、

J
C
C

会
議

資
料

、
投

入
実
績
等
 

資
料
調
査
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
 

活
動
進
捗
状
況

 
活
動
は
計
画
ど
お
り
に

進
捗
し
た
か
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
実

績
は

計
画

ど
お

り
で

あ

っ
た
か
 

P
D
M
・
PO

と
進

捗
実

績
と

の
比

較
、

専
門
家
及
び

C
/P

の
所
見
 

R
/
D、

調
査
団
・
業
務
報
告

書
、
専
門
家
及
び

C
/P
 

同
上
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の

実
施
状
況

 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

仕
組

み
は

適
切

で
あ

っ
た
か
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

の
報

告
は

ど
う

で
あ

っ
た

か

（
頻

度
、

方
法

）
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
内

容
、

方
法

は
適
切
で
あ
っ
た
か
 

業
務

報
告

書
、

中
間

評
価

調
査

報

告
書
、
J
CC

開
催
記
録
 

調
査

団
・

業
務

報
告

書
、

J
CC

会
議

資
料

、
専

門
家

及
び

C
/P

、
JI

CA
 

同
上
 

専
門
家
と

C
/P

と
の

関
係

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
状

況
は

良
好

か
共
同
し
て
問
題
に
対

処
し
た
か
 

定
期
的
な
意
見
交
換
や
会
議
は
実
施
さ
れ
た
か
 

意
見
交
換
や
情
報
共
有
は
十
分
に
な
さ
れ
た
か
 

日
常

業
務

に
お

け
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

の
方

法
と

実
績

、
会

議

記
録
、
 

専
門
家
及
び

C
/P
 

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
 

先
方
負
担
の
度
合
い
 

予
算
の
手
当
て
、
先
方
の
関
与
は
十
分
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
範
囲
外
の
関
連
す
る
活
動
経
費
 

先
方
の
投
入
実
績
 

先
方

実
施

機
関

の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ

 
C
/P

の
配
置
は
適
正
か
 

C
/P

の
配
置
は
適
正
さ
、
十
分
さ
 

人
員
配
置
図
、
業
務
分
掌
表
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
C
/P
 

資
料
調
査
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
 

関
連
す
る

J
IC
A
事
業
あ
る
い
は
我
が
国

の
他
の
協
力
と
の
連
携
は
あ
っ
た
か
 

相
互
補
完
・
連
携
の
度
合
い
（
J
OC
V
と
の
連
携
方
法

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
か
）
 

専
門

家
及

び
他

事
業

関
係

者
の

所

見
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
他
事
業
関
係
者
の
所
見

同
上
 

他
の

O
D

A
事
業
と

の
連
携

 
関

連
す

る
他

ド
ナ

ー
の

事
業

と
の

連
携

は
あ
っ
た
か
 

相
互
補
完
・
連
携
の
度
合
い
 

専
門

家
及

び
他

事
業

関
係

者
の

所

見
 

中
間

評
価

報
告

書
、

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
他

事
業
関
係
者
の
所
見
 

同
上
 

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス

P
R

O
M

E
TA

M
（

広
域
本

体
）
か
ら
の
技
術
支
援

 
広

域
専

門
家

の
支

援
を

効
果

的
に

す
る

た
め

の
方

策
は
と
ら
れ
た
か
 

専
門

家
及

び
他

事
業

関
係

者
の

所

見
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
他
事
業
関
係
者
の
所
見

同
上
 

実 施 プ ロ セ ス 

他
の

広
域

算
数

協

力
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

と
の
関
係

 
他
国
の

J
IC
A
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
の
連
携

 
他
国
の
算
数
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
他
の

J
IC
A
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
の
連
携
の
有
無
と
そ
の
内
容
・
頻
度
 

同
上
 

同
上
 

同
上
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中
間

評
価

で
の

提

言
 

中
間

評
価

に
お

け
る

実
施

プ
ロ

セ
ス

に

関
す
る
提
言
 

実
施

プ
ロ

セ
ス

に
関

す
る

提
言

へ
の

対
応

は
さ

れ

た
か
 

-
 

広
域
本
体
の
技
術
協
力
範
囲
の
明
確
化
 

-
 

活
動
の
優
先
順
位
 

-
 

成
果
と
活
動
の
整
理
 

-
 

P
D
M
、
P
O
、
実
施
体
制
図
の
変
更
 

専
門
家
お
よ
び
教
育
省
・
C
/P

の
所

見
、
新

P
DM
、
PO
、
実
施
体
制
図
 

専
門
家
及
び

C
/P
 

資
料
調
査
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
上

位
目

標
は

当
該

国

の
開

発
政

策
や

開
発

ニ
ー

ズ
に

合
致

し

て
い
か
 

上
位
目
標
は
、
当
該
国
が
目
指
す
方
向
性
と
軌
を
一

に
し
て
い
た
か
、
ま
た
一
貫
性
が
あ
っ
た
か
 

国
家

開
発

計
画

、
国

家
教

育
計

画

2
0
21
、
中
間
評
価
報
告
書
 

政
策

関
連

文
書

、
専

門
家

及
び

C
/P

 

同
上
 

相
手

国
の

国
家

開

発
計

画
と

の
整

合

性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
当

該
国

の
教

育
政

策
・
計
画
に
合
致
し
て

い
た
か
 

上
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

C
OM
PR
EN
DO

に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
位
置
づ
け
と
役
割
 

事
前

評
価

報
告

書
、
R
/
D
、
中

間
評

価
報

告
書

、
専

門
家

お
よ

び
教

育

省
・
C
/P

の
所
見
 

同
上
 

同
上
 

実
施
機
関
の
選
定
は
適
切
で
あ
っ
た
か
 

G
13

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
へ
の
関
与
の
度
合
い
、

当
事
者
意
識
、
 

先
方
の
対
応
、
中
間
評
価
報
告
書

業
務

報
告

書
、

専
門

家
所

見
 

同
上
 

裨
益

者
の

ニ
ー

ズ

と
の
整
合
性

 
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

の
選

定
及

び
ニ

ー
ズ

の
把

握
は

適
切

か
つ

十
分

で
あ

っ

た
か
 

教
材
開
発
は
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
た
か
 

研
修
実
施
は
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
た
か
 

そ
れ
ら
は
実
現
可
能
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
か
 

先
方

意
見

、
専

門
家

所
見

、
中

間

評
価
報
告
書
 

専
門
家
及
び

C
/P
 

同
上
 

日
本

の
援

助
事

業

と
し
て
の
妥
当
性

 
我
が
国
の
援
助
政
策
、
国
別
事
業
実
施
計

画
と
の
整
合
性
 

協
力
内
容
は
我
が
国
及
び

J
IC
A
の
重
点
方
針
に
合

致
し
て
い
る
か
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

時
及

び
現

在

の
援
助
方
針
、
中
間
評
価
報
告
書

我
が

国
の

対
エ

ル
サ

ル
バ

ド
ル
援
助
政
策
、
J
I
CA

エ

ル
サ

ル
バ

ド
ル

国
別

事
業

実
施
計
画
 

資
料
調
査
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
広

域
案

件
と

し
て

適

切
だ
っ
た
か

 
広

域
案

件
と

し
て

取
り

組
ん

だ
こ

と
に

よ
る

強
み

と
弱
み
は
何
か
 

専
門

家
、

教
育

省
・

C
/
P
、

J
I
CA

事
務
所
の
所
見
 

専
門

家
、

C/
P
、

J
IC
A

事

務
所
所
員
 

資
料
調
査
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
 

中
間

評
価

以
降

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

取

り
巻
く
環
境
の
変
化
は
あ
っ
た
か
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
影
響
を
与
え
る
政
策
・
経
済
・
社

会
状
況
の
変
化
は
あ
っ
た
か

 
専
門
家
お
よ
び
教
育
省
・
C
/P

の
所

見
 

専
門
家
及
び

C
/P
 

資
料
調
査
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
 

妥 当 性 

そ
の
他

 

他
ド

ナ
ー

や
他

の
J
I
CA

事
業

と
の

連

携
・
デ
マ
ケ
は
明
確
に
示

さ
れ
て
い
る
か

連
携
・
相
互
補
完
の
度
合
い
、
デ
マ
ケ
の
明
確
さ
 

他
ド
ナ
ー
や
他
の

J
I
CA

事
業
の
活

動
内
容
 

各
種

資
料

・
報

告
書

、
他

ド
ナ
ー
担
当
者
 

同
上
 

有 効 性 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目

標
の
達
成

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は

達
成
さ
れ
た
か
 

下
記
は
ど
の
程
度
作
成
さ
れ
た
か
 

そ
の
質
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
 

- 
教
師
用
指
導
書
お
よ
び
児
童
用
教
科
書
（
1
～
6

年
）
お
よ
び
児
童
用
作
業
帳
（
１
～
3
年
）
 

- 
教
員
研
修
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
教
材
 

- 
第
１
学
年
用
形
成
評
価
ツ
ー
ル
 

各
成
果
品
の
作
成
状
況
 

成
果

品
の

質
に

対
す

る
先

方
及

び

専
門
家
所
見
 

専
門
家
及
び

C
/P
 
、
学
校

教
員

を
含

む
関

係
者

の
意

見
 

同
上
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成
果
の
達

成
 

成
果
産
出
の
進
捗
は
計
画
ど
お
り
か
 

下
記
の
成
果
は
ど
の
程
度
達
成
さ
れ
た
か
 

- 
G
13

の
算
数
教
育
に
関
す
る
能
力
向
上
 

- 
教
師
用
指
導
書
、
児
童
用
教
科
書
、
児
童
用
作

業
帳
の
開
発
 

- 
教
員
研
修
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
開
発
 

- 
形
成
評
価
用
ツ
ー
ル
の
開
発
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

能
力

評

価
結

果
、

ア
ン

ケ
ー

ト
お

よ
び

イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
、
中
間
評
価
報
告
書

専
門
家
及
び

C
/P
 
、
学
校

教
員

を
含

む
関

係
者

の
意

見
 

同
上
 

成
果

と
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

目
標

の
結

び

つ
き

 

成
果

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
を

達
成

す

る
こ
と
に
結
び
つ
い
て

い
る
か
 

各
成
果
は
達
成
さ
れ
る
か
 

各
成

果
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
に

ど
の

程

度
貢
献
し
て
い
る
か
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
及
び
成
果
発
現
に
よ
っ
て
、
直

接
的

裨
益

者
と

間
接

的
裨

益
者

は
ど

の
程

度
便

益

を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
 

同
上
 

同
上
 

同
上
 

活
動

と
成

果
の

結

び
つ
き

 
活

動
は

成
果

発
現

の
た

め
に

不
可

欠
で

あ
っ
た
か
 

活
動
が
な
く
て
も
成
果
は
発
現
し
て
い
る
か
 

同
上
 

同
上
 

同
上
 

目
標
達
成
に
か
か
る
促
進
・
貢
献
要
因
は

何
か

 
背
景
・
理
由
（
因
果
関
係
）、

貢
献

の
度
合
い
 

 

目
標

達
成

に
至

る

促
進
・
阻
害
要
因

 
目
標
達
成
に
か
か
る
阻

害
要
因
は
何
か

 
背
景
・
理
由
（
因
果
関
係
）、

阻
害

の
度
合
い
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
C
/
P

の
所
見
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
C
/P

の
所
見
 

同
上
 

前
提
条
件
・
外
部
条

件
の
変
化
や
影
響

 
ど
の
よ
う
な
前
提
条
件
・
外
部
条
件
が
実

際
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

影
響
を
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
与
え
た
か
。

 

前
提
条
件
・
外
部
条
件
（
環
境
の

変
化
）
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
対
応
し
た
か
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
C
/
P

の
所
見
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
C
/P

の
所
見
 

同
上
 

専
門
家
派
遣
は
適
切
に
実
施
さ
れ
た
か

 
資
機
材
は
適
切
に
提
供
さ
れ
た
か
 

研
修

員
受

入
れ

は
適

切
に

実
施

さ
れ

た

か
 

日
本

側
投

入
と

成

果
の
結
び
つ
き
（
投

入
に

見
合

っ
た

成

果
を

達
成

し
て

い

る
か
）

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
予
算
は

適
正
な
規
模
か
 

計
画
と
実
績
の
比
較
、
事
実
確
認
に
基
づ
く
適
正
度

の
判
断
 

専
門

家
・

機
材

供
与

・
研

修
・

予

算
実
績
、
中
間
評
価
報
告
書
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
C
/P
 

同
上
 

C
/P

の
配
置
は
適
切
で
あ
っ
た
か
 

T
G
開
発
メ
ン
バ
ー
の
確

保
・
配
置
は
適
切

で
あ
っ
た
か
 

先
方

投
入

と
成

果

の
結
び
つ
き
（
投
入

に
見

合
っ

た
成

果

を
達

成
し

て
い

る

か
）

 
研
修
実
施
場
所
の
確
保
・
手
続
き
は
円
滑

か
つ
適
切
で
あ
っ
た
か

 

計
画
と
実
績
の
比
較
、
事
実
確
認
に
基
づ
く
適
正
度

の
判
断
 

C
/P

配
置
実
績
、
研
修
実
施
場
所
取

得
状
況
、
中
間
評
価
調
査
報
告
書

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
C
/P
 

同
上
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

及
び

成
果

の
達

成

に
向
け
て
、
投
入
は
ど
の
よ
う
に
運
営
管

理
さ
れ
た
か
 

事
実
確
認
に
基
づ
く
適
正
度
の
判
断
 

運
営

管
理

の
実

情
・

実
績

、
中

間

評
価
調
査
報
告
書
 
 

業
務

報
告

書
、

専
門

家
及

び
C
/P

の
所
見
 

同
上
 

効 率 性 

運
営

管
理

の
効

率

性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
進

捗
を

阻
害

す
る

よ

う
な
事
態
が
生
じ
な
か

っ
た
か
 

計
画
と
実
績
の
比
較
、
事
実
確
認
 

同
上
 

同
上
 

同
上
 

イ ン パ ク

ト 

上
位

目
標

達
成

の

見
込
み

 
上

位
目

標
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
数

年
以

内
に

達
成

さ
れ

る
レ

ベ
ル

に
あ

る

か
（
あ
る
い
は
既
に
ど
の

程
度
達
成
さ
れ

て
い
る
か
）
 

現
職

教
員

の
初

等
教

育
に

お
け

る
算

数
指

導
力

は

ど
の
程
度
向
上
し
た
か
、
ま
た
は
向
上
が
見
込
ま
れ

る
か
 

教
員

の
自

己
評

価
、

授
業

評
価

の

結
果
、
中
間
評
価
報
告
書
 

教
員

の
意

見
、

先
方

関
係

者
の
意
見
、
専
門
家
所
見

同
上
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算
数

の
授

業
以

外
に

何
か

変
化

は
見

ら

れ
る
か
？
 

例
え
ば
、
他
の
教
科
、
児
童
の
出

席
率
、
学
校
運
営

へ
の
影
響
等
は
見
受
け
ら
れ
る
か
 

教
員
、
先
方
関
係
者
 

同
上
 

同
上
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
開

発
さ

れ
た

す
べ

て
の

教
材

を

全
国
の
学
校
に
配
布
す
る
教
育
省
計
画
の
そ
の
後
 

専
門
家
、
教
員
、
先
方
関
係
者
 

同
上
 

同
上
 

現
職

教
員

研
修

の
実

施
状

況
と

そ
の

研
修

に
お

け

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
品
の
活
用
 

専
門
家
、
教
員
、
先
方
関
係
者
 

同
上
 

同
上
 

中
間

評
価

で
確

認
さ

れ
た

イ
ン

パ
ク

ト

の
そ
の
後
 

全
国
の
教
員
・
児
童
へ
の
教
材
配
布
の
た
め
の
予
算

獲
得
（
フ
ィ
デ
ル
コ
ミ
ソ
基
金
、
教
育
省
の
予
算
措

置
）
 

専
門
家
、
教
員
、
先
方
関
係
者
 

同
上
 

同
上
 

そ
の

他
の

波
及

効

果
 

他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
他
ド
ナ
ー
へ
の
イ

ン
パ
ク
ト
、
彼
ら
と
の

相
乗
効
果
 

他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
他
ド
ナ
ー
に
ど
の
よ
う
な
影

響
・
変
化
を
も
た
ら
し
た
か
、
ま
た
相
乗
効
果
は
あ

っ
た

か
（

C
O
M
PR

E
ND
O

の
中

の
デ

マ
ケ

す
な

わ
ち

U
S
AI
D（

国
語
課
）、

OE
I
（
理
科
）、

O
IT
（
社
会
科
）

な
ど
）
 

専
門

家
、

教
育

省
、

他
事

業
関

係

者
、
他
ド
ナ
ー
の
意
見
 

他
事

業
関

係
者

、
他

ド
ナ

ー
 

同
上
 

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
を
図
っ
て
い
く
た
め

の
教

育
省

の
政

策
（

展
望

）
・

制
度

は
ど

の
程

度
用

意
さ
れ
、
整
っ
て
い
る
か
 

各
教

材
の

開
発

・
改

訂
・

普
及

に

対
す
る
考
え
方
 

政
策

文
書

、
教

師
教

育
局

の
意
見
 

同
上
 

政
策
・
制
度
的
基
盤

政
策
・
制
度
に
お
け
る
各
教
材
の
開
発
・

改
訂
・
普
及
の
位
置
づ
け

は
確
た
る
も
の

か
 

C
O
MP
RE
ND
O
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ど
の
程
度
維
持
・
継
続

さ
れ
る
か
。
 

専
門
家
、
教
員
、
先
方
関
係
者
 

同
上
 

同
上
 

 
中

間
評

価
で

確
認

さ
れ

た
項

目
の

そ
の

後
 

す
べ

て
の

教
材

を
全

国
の

学
校

に
配

布
す

る
制

度

の
進
捗
 

専
門
家
、
教
員
、
先
方
関
係
者
 

同
上
 

同
上
 

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
を
図
っ
て
い
く
た
め

の
教
育
省
の
組
織
・
人
員
は
ど
の
程
度
整
っ
て
い
る

か
 

各
教

材
の

開
発

・
改

訂
・

普
及

に

対
す
る
考
え
方
 

教
育
省
の
組
織
図
、
意
見

同
上
 

組
織
・
技
術
的
基
盤

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
を

行
う
組

織
的
基
盤
は
確
た
る
も

の
か
 

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
を

行
う
技

術
的
基
盤
（
算
数
教
育

に
関
す
る
能
力
・

専
門
性
）
は
確
た
る
も

の
か
 

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
プ
ロ
セ
ス
が
教
育
省

の
仕
組
み
と
し
て
定
着
す
る
か
 

人
員

配
置

図
、

業
務

分
掌

表
、

業

務
計
画
 

教
育

省
の

関
連

文
書

、
専

門
家
、
教
育
省
・
C
/
P
、
先

方
関
係
者
 

 

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
を
図
っ
て
い
く
た
め

の
教
育
省
の
財
政
・
予
算
は
ど
の
程
度
用
意
さ
れ
て

い
る
か
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
直
接
 

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
 

教
育

省
の

予
算

文
書

、
意

見
 

同
上
 

財
政
的
基
盤
 

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
を

行
う
た

め
の
財
政
的
基
盤
は
確

た
る
も
の
か
 

 
 

 
 

自 立 発 展 性 

社
会
・
文
化
的
基
盤

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
を

行
う
た

め
の
社
会
・
文
化
的
基
盤

は
確
た
る
も
の

か
 

各
教
材
の
開
発
・
改
訂
・
普
及
を
図
っ
て
い
く
に
際

し
、
実
施
の
教
育
現
場
で
各
教
材
は
ど
の
程
度
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
か
 

各
教
材
の
活
用
・
受
容
状
況
 

教
員

の
意

見
、

先
方

関
係

者
の
意
見
、
専
門
家
所
見

同
上
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Questionnaire to Japanese Experts 
 
Please answer the following questions in English. You can freely widen or narrow the space between 
sentences.  
 
＜Questions concerning Relevance and Project Design＞ 

1. To what extent is the Project consistent with the national development plan or policy of the 
country?（国家開発計画・政策との整合性） 

   
2. To what extent is the Project consistent with the educational development plan or policy of the 

country? （国家教育開発計画・政策との整合性） 
 
3. How is the Project placed in and contributing to the COMPRENDO?（コンプレンドにおける

位置づけと整合性） 
 
4. Has each of the activities been well-linked and effective enough to produce the output?（個々の

活動はうまく結びつき、効果的に成果を生むようにデザインされているか） 
 
 
5. With reference to PDM, is the Core G13 appropriate as a direct beneficiary group?（PDM に照

らし、直接的受益者は今でも適切か） 
 
6. With reference to PDM, are teachers, students, follow-up team of 7 pilot schools as an indirect 

beneficiary group? （PDM に照らし、間接的受益者は今でも適切か） 
 
＜Questions concerning Effectiveness＞ 

1. To what extent the Output of the Project has been achieved with reference to PDM? 
（PDM に照らし、プロジェクトの成果はどの程度達成されているか） 

・ 成果１（カウンターパートの能力強化） 
 
・ 成果２（教師用紙指導書、児童用教科書、児童用作業帳の作成） 
 
・ 成果３（教員研修用マニュアルの作成） 
 
・ 成果４（形成評価ツールの作成） 

 
2. To what extent the Purpose of the Project has been achieved with reference to PDM? 
（PDM に照らし、プロジェクト目標はどの程度達成されているか） 
 
 

3. Concerning those achievements above, what have been contributing factors? 
（上記の達成状況に関して、その貢献要因は何か） 
（１） 教材開発に関して（研修マニュアル等含む） 

 

４. 質問票
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（２）技官の能力向上に関して 
 

4. Concerning those achievements above, what have been impeding factors? 
（上記の達成状況に関して、その阻害要因は何か） 

 
＜Questions concerning Efficiency＞ 

1. To what extent have the inputs from the Japanese side been appropriate to conduct a series of 
activities with regard to the following matters? How about their quality, quantity and timing? 
（以下の事項につき、日本側の投入は一連の活動を行うためにどの程度適切であったか。

その質、量、タイミングはどうであったか） 
① Dispatch of Regional expert from Honduras?（ホンジュラス広域専門家の支援内容、

出張頻度は十分であったか。また、バイの専門家との活動の棲み分けは明確であ

ったか。） 
 
② Dispatch of Japanese long-term and short-term experts?（ホンジュラス広域専門家を除

く） 
 

③ Training of counterpart personnel in Japan and other countries? Also, what kinds of 
changes in their work performance are observed after receiving training? 

 
④ Provision of equipment (including a vehicle) 

 
⑤ Expenses for drivers, insurance, fuel, etc. 

 
⑥ Other necessary expenses 

 
2. To what extent have the inputs from the El Salvadorian side been appropriate to conduct a series 

of activities with regard to the following matters? How about their quality, quantity and timing? 
（以下の事項につき、エルサル側の投入は一連の活動を行うためにどの程度適切であっ

たか。 その質、量、タイミングはどうであったか） 
 

① Designation of counterpart personnel 
 
② Office space and necessary facilities 

 
③ Other necessary expenses 

 
＜Questions concerning Impact＞ 

1. What kinds of effects or repercussions have been observed through the implementation of the 
Project so far? （プロジェクト実施による影響や波及効果として何があるか） 
① Positive ones（肯定的なもの） 
 
② Negative ones（否定的なもの） 
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2. To what extent the Overall Goal of the Project has been achieved future with reference to PDM?
（PDM に照らし、プロジェクトの上位目標は現状でどの程度達成されているか） 

 
3. Concerning the expected achievements above, what will be considered as contributing factors 

and impeding factors at the moment?（上記の予想される達成状況に関して、どのような貢

献要因と阻害要因が考えられるか） 
（１）貢献要因 
 
（２）阻害要因 
 
＜Questions concerning Sustainability＞ 

1. To what extent the sustainability of the Project can be assured from the following aspects? 
① Policy and institutional aspects （政策・制度的観点から） 

 
   ② Organizational and technical aspects（組織・技術的観点から） 
    
   ③ Budgetary and financial aspects?（財政・資金的観点から） 
    
2. How do other donors recognize the Project? （他ドナーは本プロジェクトのことをどのよう

に認識しているか） 
 

＜Questions concerning Project Implementation Process＞ 

1. Was the project management structure appropriate and functional? （プロジェクトの実施運営

体制は適切か、機能しているか？ 
 
2. Have the activities been conducted along with the Plan of Operation? （活動計画表に沿って加

活動は行われているか） 
 
3. How has the communication been done? To what extent has the communication among the 

stakeholders been smooth? （関係者間はどのようにコミュニケーションを図っているか。

意思疎通はどの程度スムーズか） 
 
4. To what extent does the Ministry of Education have ownership toward the Project? （教育省は

本プロジェクトに対してどの程度当事者意識を持っているか） 
 
5. To what extent do G13 have ownership toward the Project?（G13 は本プロジェクトに対して

どの程度当事者意識を持っているか） 
 
6. Have there been any major occurrences or changes of the important assumptions? If any, how 

the Project coped with the situation? （重大な事項或いは外部条件の変化はあったか。あれ

ばプロジェクトとしてどのように対応したか） 
 

Thank you very much. 
どうもありがとうございました。 
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Questionnaire to Ministry of Education (MINED) 
Cuestionario para Ministerio de Educación (MINED) 

 
Please answer the following questions. If you answer electronically on this sheet, you can freely 
widen or narrow the space between sentences. 
Por favor conteste las siguientes preguntas. Si usted va a contestar en esta pagina electrónicamente, 
tiene toda libertad de ampliar o reducir espacios entre líneas. 
 

＜Questions concerning Implementation Process＞ 

＜Preguntas sobre Proceso de Implementación＞ 

 
1. Have the technical assistance of the Project been carried out adequately corresponding with the 

necessity of the core group?  
¿La asistencia técnica del Proyecto se han ejecutado adecuadamente conforme a la necesidad 
del grupo núcleo? 

 
2. Has the MINED observed any problems in terms of the Project management structure (decision 

making process, discussion related with the administration, etc.) ? 
¿Se ha observado algunos problemas en la estructura de la gestión del Proyecto (en toma de 
decisiones, discusión sobre asuntos relacionados a la ejecución etc.)?  

 
3. How have you (has the MINED) monitored and evaluated the activities and results of the 

Project? 
¿Cómo han monitoreado y evaluado las actividades y los resultados del Proyecto? 

 
4. How was the communication among the stakeholders of the Project? Do you think it has been 

smooth and sufficient? Have they shares the necessary information to conduct the Project 
activities? 
¿Cómo ha sido la comunicación entre cada parte involucrada del Proyecto? ¿Les parece que la 
comunicación ha sido fluida y suficiente? ¿Se ha compartido las informaciones necesarias para 
ejecutar las actividades del Proyecto? 

 
5. How do you position the Project in the “COMPRENDO” program at this moment? Were there 

any activities that have promoted the Project in that program?   
¿Como es la posición que tiene el Proyecto en el programa “COMPRENDO” en este 
momento? Hay algunas actividades que han promovidas a las actividades del Proyecto?  

 
＜Questions concerning Relevance＞ 

＜Preguntas sobre Pertinencia＞ 

 

1. To what extent is the Project consistent with the educational development plan or policy of the 
country? 
¿Hasta dónde el Proyecto está acorde al Plan Nacional o políticas del país? 
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2. To what extent has the Project been consistent with the needs of target groups (G13 and 
teachers)? 
¿Hasta dónde el Proyecto está acorde a la necesidad de los grupos beneficiarios del Proyecto 
(directamente al G13, indirectamente a los docentes, alumnos y equipo de segumiento)? 

 
3. Were there any changes around the Project (organizational changes of MINED, education 

policies, y other external factors) after the intermediate evaluation of the Project)? 
¿Hay algunos cambios en entorno del Proyecto (cambios organizativos del MINEDUC, 
políticas educativas, y otros factores externos) después de la evaluación intermedia del 
Proyecto?  

 
＜Questions concerning Effectiveness＞ 

＜Preguntas sobre Efectividad＞ 

 

1. To what extent the Purpose of the Project has been achieved with reference to PDM? 
 ¿Hasta dónde el Objetivo Especifico se han logrado con relación al PDM? 
 

2. Concerning those achievements above, what have been contributing and impeding factors? 
¿Cuales son factores que han contribuido y impedido a alcanzar el Objetivo Especifico? 

 
① Contributing factors 

Factores contribuidos 
 

② Impeding factors 
Factores impedidos 

 
 
＜Questions concerning Efficiency＞ 

＜Preguntas sobre Eficiencia＞ 

 

1. To what extent have the inputs from the Japanese side been appropriate to conduct a series of 
activities with regard to the following matters? How about their quality, quantity and timing?  
¿Hasta dónde el apoyo de la parte japonesa ha sido apropiado para ejecutar una serie de 
actividades siguientes desde los puntos de vista de calidad, cantidad y tiempo? 
 
① Expertos a largo plazo(Sobre Señora Toyooka) 
 
② Asistencia técnica de los expertos de PROMETAM (Sobre Señor Nishikata, Señora Abe y 

otros expertos japoneses) 
 
③ Capacitaciones Regionales en Japón 
 
④ Capacitaciones Regionales en Honduras. 
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⑤ Gastos necesarios para la implementación del Proyecto, Equipos 
 
        Among ①～⑤, which input was particularly effective to the project ? (Multiple Answer) 
 Entre  ①～⑤, cuál fue particularmente efectivo al proyecto? (Respuesta múltiple) 
 
 
 
2. Have counterpart personnel of the El Salvadorian side been appropriate to conduct a series of 

activities?  
¿Han sido apropiado los contrapartes salvadoreños (G13) para ejecutar una serie de 
actividades desde los puntos de vista de calidad, cantidad, y tiempo? 

 
＜Questions concerning Impact＞ 

＜Preguntas sobre Impacto＞ 
 

1. To what extent have teachers’ teaching skill concerning mathematics developed through the 
project?  
¿Hasta dónde el Objetivo General del Proyecto “La enseñanza de la matemática en la 
educación primaria está mejorada” se ha logrado durante la ejecucioón del Proyecto? 

 
2. What kinds of effects or repercussions have been observed through the implementation of the 

Project so far?  
¿Qué tipo de efectos o repercusiones se han observado o es posible de surgir a través de la 
ejecución del Proyecto? 
 
① Positive ones / Efectos positivos 
 
② Negative ones / Efectos nagativos 
 
 

＜Questions concerning Sustainability＞ 

＜Preguntas sobre Sostenibilidad＞ 

 

1. How are you planning to prevail and maximize the results of Projects after the project finishes? 
¿Qué tipo de plan tiene para maximizar el resultado del Proyecto o difundir los logros del 
mismo después de la terminación del Proyecto? 
 

2. To what extent the sustainability of the Project can be assured from the following aspects? 
¿Hasta dónde la sostenibilidad del Proyecto puede ser asegurada en los siguientes aspectos? 
 
① Policy and institutional aspects  
   Los aspectos de políticas e instituciones 
 

   ② Organizational and technical aspects 
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   Los aspectos organizacionales y técnicos 
 

   ③ Budgetary and financial aspects? 
      Los aspectos de presupuesto y financiero 
    
 

Muchas gracias! 
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Questionnaire to the representatives of G13 
Cuestionario para los representantes de G13 

 
Please answer the following questions. If you answer electronically on this sheet, you can freely 
widen or narrow the space between sentences. 
Por favor conteste las siguientes preguntas. Si usted va a contestar en esta pagina electrónicamente, 
tiene toda libertad de ampliar o reducir espacios entre líneas. 
 

Name (                           ) 
＜Questions concerning Relevance＞ 

＜Preguntas sobre Pertinencia＞ 

 

1. To what extent has the Project been consistent with the needs of target groups (G13 and 
teachers)? 
¿Hasta dónde el Proyecto está acorde a la necesidad de los grupos beneficiarios del Proyecto 
(directamente al G13, indirectamente a los docentes, alumnos y equipo de segumiento)? 

 
2. Have the selection of the validation schools been adecuated? 

¿Ha sido adecuado la selección de las escuelas para validación del Proyecto? 
 
 
＜Questions concerning Effectiveness＞ 

＜Preguntas sobre Eficiencia＞ 

 

1. What kinds of capacity concerning Mathematics Education have been most improved among the 
improved capacities through the project? 
¿Cuál capacidad de la enseñanza de la matematica se ha mejorado más dentro de las 

mejoradas? 
 
2. What have been contributing factors to achieve the project goal or outputs? 

¿Cuales son los factores que han contribuido y impedido a alcanzar el Objetivo Especifico y/o 
los resultados esperados? 

 
① Contributing factors 

Factores contribuidos 
 

② Impeding factors 
Factores impedidos 

 
   
＜Questions concerning Efficiency＞ 

＜Preguntas sobre Eficiencia＞ 

 

1. To what extent have the inputs from the Japanese side been appropriate to conduct a series of 
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activities with regard to the following matters? How about their quality, quantity and timing?  
¿Hasta dónde el apoyo de la parte japonesa ha sido apropiado para ejecutar una serie de 
actividades siguientes desde los puntos de vista de calidad, cantidad y tiempo? 

 
① Expertos a largo plazo(Sobre Señora Toyooka) 
 
② Asistencia técnica de los expertos de PROMETAM (Sobre Señor Nishikata, Señora Abe y 

otros expertos japoneses) 
 
③ Capacitaciones Regionales en Japón 
 
④ Capacitaciones Regionales en Honduras. 

 
⑤ Gastos necesarios para la implementación del Proyecto, Equipos 

 
Among ①～⑤, which input was particularly effective to the project ? (Multiple Answer) 
Entre  ①～⑤, cuál fue particularmente efectivo al proyecto? (Respuesta múltiple) 
 

2. To what extent have the inputs from the El Salvadorian side been appropriate to conduct a series 
of activities with regard to the following matters? How about their quality, quantity and timing?  
¿Hasta dónde el apote de parte salvadoreña ha sido apropiado para ejecutar una serie de 
actividades desde los puntos de vista de calidad, cantidad, y tiempo? 
 
① Designation of counterpart personnel 
   Designación de los contrapartes (G13) 
 
② Office space and necessary facilities 
   Espacio de oficina y facilidades necesaria 
 
③ Other necessary expenses 

      Otros gastos necesarios para implementar el proyecto 
 
 
＜Questions concerning Impact＞ 

＜Preguntas sobre Impacto＞ 
 

1. To what extent have teachers’ teaching skill concerning mathematics been developed through 
the project? 
¿Hasta dónde el Objetivo General del Proyecto “La enseñanza de la matemática en la 
educación primaria está mejorada” se ha logrado durante la ejecucioón del Proyecto? 

 
2. What kinds of effects or repercussions in addition to the above have been observed through the 

implementation of the Project so far?  
¿Qué tipo de efectos o repercusiones se han observado durante o es posible de surgir a través 

－112－



Agencia de Cooperación Internacional del Jaón (JICA 
Final Evaluation Team) 

 

de la ejecución del Proyecto? 
 

① Positive ones / Efectos positivos 
 
② Negative ones / Efectos nagativos 
 

 
3. To what extent the relation between the project and In-set training being implemented outside 

the project has been smooth?  
¿Hasta dónde la relación entre el Proyecto y la capacitación docente implementada por el  
MINED afuera del Proyecto? 

 
＜Questions concerning Sustainability＞ 

＜Preguntas sobre Sostenibilidad＞ 

 

1. To what extent the sustainability of the Project can be assured from the following aspects? 
¿Hasta dónde la sostenibilidad del Proyecto puede ser asegurada en los siguientes aspectos? 

 
① Policy and institutional aspects  
   Los aspectos de políticas e instituciones 
 

   ② Organizational and technical aspects 
   Los aspectos organizacionales y técnicos 
 

   ③ Budgetary and financial aspects? 
      Los aspectos de presupuesto y financiero 
    
    
＜Questions concerning Project Implementation Process＞ 

＜Preguntas sobre Proceso de Implementación＞ 

 

1. Was the project management structure appropriate and functional?  
¿Fue apropiada y funcional la estructura de administración del Proyecto? 

 
 
2. Have the activities been conducted along with the Plan of Operation?  

¿Las actividades se han ejecutado conforme al Plan Operativo? 
 
3. Specifically, how are you monitoring and evaluating the usefulness and effectiveness of the 

materials you developed? 
¿Cómo está monitoreando y evaluando las utilidades y efectividades de los materiales 
didácticos que ha desarrollado? 

 
4. How has the communication been done? To what extent has the communication among the 
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stakeholders been smooth and sufficient?   
¿Cómo ha sido la comunicación entre cada parte involucrada del Proyecto? ¿Les parece que la 
comunicación ha sido fluida y suficiente?  

 
 
 
5. Have the recommendations proposed during the Mid-term Evaluation been followed up 

sufficiently?  
¿Han dada suficiente seguimiento a las recomendaciones de la Evaluación Intermedia? 

 
① Definition of the contents for the technical assistance from PROMETAM 

Redefinir la cobertura de la asistencia técnica de parte del Proyecto Regional y su 
responsabilidad. 

 
② Priotarazation of activities under the condition of limited resources and times 

Priorizar las actividades en función de los recursos humanos y tiempo limitados. 
 
③ Increaseing technical assistance for developing training manuals for teachers 

Aumentar la asistencia técnica para la elaboración de manuales de la capacitación 
de docentes. 

 
④ Modification of PDM, PO and OC based on the present condition 

Modificar la PDM, el PO y el Organigrama en base a la situación actual que rodea 
al Proyecto. 
 

 
Muchas gracias! 
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Cuestionario Para los docentes de la escuela  
 
Tenemos entendido que Ud. Ha utilizado la guía metodologica , el libro de texto y 
cuaderno de ejercicios en el aula. Por favor contesten las siguientes preguntas. Serán 
bienvenidas sus francas opiniones y observaciones. 
 
Nombre de la escuela (                          ) 
 
Preguntas entorno a la efectividad 
[ Aspectos Buenos ] 
 
1. ¿ Cuales son los aspectos positivos de la guía metodologica ?   
 
 
 
2. ¿ Cuales son los aspectos positivos del Libro de texto ? 
 
 
 
3. ¿ Cuales son los aspectos Positivos del Cuaderno de ejercicios ? 
 
 
 
 
 
[ Aspectos débiles / Aspectos a ser revisados o agregados ] 
 
1. ¿ Cuales aspectos deberían ser revisados o agregados en la Guía Metodologica ? 
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2. ¿ Cuales aspectos deberían ser revisados o agregados en el libro de Texto ? 
 
 
 
3. ¿ Cuales aspectos deberían ser revisados o agregados en el Cuaderno de ejercicios ? 
 
 
 
Preguntas en torno al impacto 
 
1. Luego de utilizar estos materiales ¿ Que se ha cambiado en su enseñanza ? Puede 

Ud. Mencionar todos los cambios positivos y negativos. 
 
 
 
2. Luego de utilizar estos materiales, ¿ que se ha cambiado en el aprendizaje de los 

niños ? puede ud. Mencionar todos los cambios positivos y negativos. 
 
 
 
Preguntas entorno a la capacitación 
 
1. ¿ Ha recibido Ud. En el curso o capacitación  sobre como utilizar los materiales ? 
 
             SI           /           NO 
 
2. ( Si Ud. Responde “ Si “ en la pregunta anterior ) ¿ Piensa Ud. Que el curso o la 

capacitacion ha sido bueno (a) en su calidad y oportuno en cuanto al momento? 
 
 
 
3. ¿ Hay alguna persona quien monitoree la utilidad y efectividad de estos materiales ? 
 
 
 
                                                     ¡ Muchas Gracias ¡ 
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１．概要 

1-1. プロジェクト名称 

 エルサルバドル国初等教育算数指導力向上プロジェクト（COMPRENDO-JICA） 

 

1-2. プロジェクト期間 

 2006 年 4 月 1 日～2009 年 3 月 31 日（3 年間） 

 

1-3. プロジェクト対象国 

 エルサルバドル共和国 

 

1-4. 受益対象者 

 教育省（MINED）中心グループ 13 名（G13） 

 

1-5．プロジェクト実施機関 

 エルサルバドル側：教育省（MINED） 

 日本側：国際協力機構（JICA） 

 

1-6. 評価概要 

本プロジェクトは 2006 年 4 月に開始し、2009 年 3 月に終了を予定している。残り

6 ヶ月間の期間を残した段階で、JICA は 2008 年 9 月 16 日から 29 日まで調査団を

エルサルバドル共和国に派遣し、日本側調査団とエルサルバドル教育省メンバーか

ら成る評価者による終了時評価が実施された。 

 

1-7. 評価工程 

最初の PDM が PO と共に 2006 年 3 月 26 日に合同調整委員会にて締結された。中間

評価時に PDM を改訂、PDMNo.2（P.6 を参照）を作成した。本終了時評価におけるプ

ロジェクトの達成状況については PDM2 を基に、以下の観点から評価する。 

 

（１）実績・実施プロセス 

1）実績 

投入、成果及びプロジェクト目標に関する達成度についての情報。詳細は付録 1 を

参照。 
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2)実施プロセス 

活動の実施状況に関する情報。詳細は付録 2 を参照。 

 

（２）5 項目評価1 

1) 妥当性 

プロジェクト目標及び上位目標が受益者のニーズと合致しているか、エルサルバド

ルの政策と日本の援助政策との整合性はあるかといった援助プロジェクトの正当

性を検討する。 

 

2) 有効性 

PDM のプロジェクト成果の達成度合いと、それがプロジェクト目標の達成にどの程

度結びついたかを検討する。 

 

3)効率性 

プロジェクトの投入から生み出される成果の程度を把握する。各投入のタイミング、

量、質の適切度を検討する。 

 

4)インパクト 

プロジェクトが実施されたことにより生じる直接・間接的な正負の影響を検討する。 

 

5)自立発展性 

援助が終了した後も、プロジェクト実施による便宜が持続するかどうか、自立発展

に必要な要素を見極めつつ、プロジェクト終了後の自立発展の見通しを検討する。 

 

1-8. プロジェクトの概要 

（１） プロジェクトの目的 

１）上位目標 

 現職教員の初等教育における算数指導力が向上する。 

２）プロジェクト目標 

                                                 
1 OECD/DAC の評価 5 項目基準に基づく 
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 （エルサルバドルのカリキュラム及び授業現場に即した）初等教育における算

数教材が作成される。 

 

（２） プロジェクトの成果 

１） 13 名のコアグループ（G13）の算数教育に関する能力が強化される。 

２） 教師用指導書、児童用教科書（第 1～6 学年）及び児童用作業帳（第 1～3 学

年）が作成され、最終版として改訂される。 

３） 教員研修用マニュアル・教材が作成される。 

４） 第 1 学年用形成評価ツールが作成される。  
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エルサルバドル初等教育算数指導力向上プロジェクト 
終了時評価合同評価レポート和訳 

1-9. 評価の目的 

 終了時評価の目的は以下の通りである： 

(1)プロジェクトでの活動実績及び進捗をレビューし評価する。 

(2)プロジェクト終了時までの課題を明らかにする。 

(3)評価に基づきプロジェクトの重点活動を明らかにする。 

(4)プロジェクト終了時及びプロジェクト終了後の活動計画の提言を行う。 

 

1-10. 終了時評価調査団 

終了時評価は日本及びエルサルバドル評価者からなる終了時評価調査団によって

実施される。 

 

1-10-1 日本側（終了時評価調査団） 

・村田 敏雄 団長 

・丹原 一広 算数協力 

・小園 智寛 教育計画 

・池田 高治 評価分析 

 

1-10-2 エルサルバドル側 

・Ana Lorena Guevara de Varela、全国教育局長 

・Janet Lorena Serrano de López、授業フォローアップ部部長 

・Manuel Antonio Menjívar、教育開発部部長 

・Yanira de Cruz、外務省対外協力局職員 

・Rosa Margarita Montalvo、アカデミック課長  

・María Elena Franco de Castellanos 教員研修課長 

・Oscar Edgardo Lenus、指導主事課技官 

・María Celina Guardado、教員研修課技官 

・Vilma Calderón Soriano、アカデミック課算数技官 

 

1-11. 調査日程 

月日 曜日 業務行程 

9 月 16 日 火 JICA エルサルバドル事務所訪問 

エルサルバドル側合同評価委員との打ち合わせ 
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日本人専門家インタビュー 

9 月 17 日 水 教育省アカデミック課長インタビュー 

教育省教員研修課技官インタビュー 

教育省フォローアップ課インタビュー 
教員研修講師インタビュー 

9 月 18 日 木 Entrevista con el Gerente de Logística 

9 月 19 日 金 教材引渡し式 

実験校訪問(San Mateo Apóstol 校 及び República Oriental 

del Uruguay 校) 
青年海外協力隊インタビュー 

9 月 20 日 土 資料整理 

9 月 21 日 日 資料整理 

9 月 22 日 月 （村田団長、小園団員到着） 
JICA エルサルバドル事務所との打ち合わせ 

エルサルバドル側合同評価委員との打ち合わせ 

在エルサルバドル日本大使館表敬 

9 月 23 日 火 実験校訪問 (Reparto Valle Nuevo 校) 

合同評価委員会 

9 月 24 日 水 団内打ち合わせ 

9 月 26 日 木 合同評価委員会 

9 月 27 日 金 合同評価委員会 及び ミニッツ署名  

 
２．終了時評価結果 
2-1.  プロジェクトの達成状況 
2-1-1 成果 

 

PDM に記載の活動を通じた本プロジェクトの成果の達成状況は以下のとおりで

ある。詳細は付録 1 を参照。 

 
成果 1: 13 名のコアグループ（G13）の算数教育に関する能力が強化される 
 

 

指標 1：（G13 の）算数教育に関する知見 
 

 プロジェクト開始後、教育省はコアグループを強化するために、その人数を 10

人（G10）から 13 人（G13）に増やした。広域研修（付録 5 参照）と国内での

日常業務を通じて、G13 の算数教育に関する能力は次の点で向上している。 
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 G13 の自己評価結果によると、「算数基礎学力」「教材作成能力」「指導能

力」のすべての面で、能力が向上していると全員が評価した。 

 アカデミック課の高学年算数学力試験の結果を見ると、算数の全領域で結果

が向上していた。 

 

 
成果 2: 教師用指導書、児童用教科書（第 1～6 学年）及び児童用作業帳（第 1～3
学年）が作成され、最終版として改訂される。 
 

 

指標２: 成果品に対する満足度 

 

終了時評価において、教師用指導書、児童用教科書（第 1～6 学年）及び児童用作

業帳（第 1～3 学年）の作成に従事した教育省技官の満足度を調査した。回答は「非

常に満足」「満足」「やや不満」「不満」の 4 つから選んでもらった。 

 教師用指導書、児童用教科書の第 1 から第 3 学年のものは、十分な見直しと改

訂を行っており、その結果、作成者の満足度も非常に高かった（6 人中 6 人が

「非常に満足」と回答）。 

 教師用指導書、児童用教科書の第 4 から第 6 学年のものは、第１から第 3 学年

に比べると、見直しと改訂が少なく、作成者の満足度はある程度高い水準であ

った（6 人中 2 人が「非常に満足」、4 人が「満足」）。 

 児童用作業帳（第 1～第 3 学年）は、十分な見直しと改訂を行っており、その

結果、作成者の満足度も非常に高かった（6 人中 6 人が「非常に満足」と回答）。 

 

【参考】 

評価チームは実験校であるサン・マテオ・アポストル校、ウルグアイ校、レパルト・

バジェ・ヌエボ校のプロジェクトの枠組みで作成された教材を使っている教師 8 に

インタビューした。その結果、63％（8 人中 5 人）が教材の使い勝手を「非常に満

足」とし、37％（8 人中 3 人）が「満足」と評価した。 

 

 
成果 3: 教員研修用マニュアル・教材が作成される。 
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指標３: 成果品に対する満足度 
 

終了時評価において、教員研修用マニュアル・教材の作成に従事した教育省技官の

満足度を調査した。回答は「非常に満足」「満足」「やや不満」「不満」の 4 つから

選んでもらった。 

 教員研修用マニュアル・教材のモジュールＩから VIII（第 1 から 3 学年に相当）

は完成している。前者は研修講師に用いられ、後者は教師への資料になってい

る。作成者の満足度は非常に高かった（4 人中 4 人が「非常に満足」と回答）。 

 

【参考】 

評価チームはドン・ボスコ大学とエルサルバドル教育大学で、プロジェクトが作成

した教員研修用マニュアル・教材を用いて現職教員研修を行っている 2 人の講師に

インタビューした。その結果、2 人ともが教材の使い勝手を「非常に満足」と評価

した。 

 

 
成果 4: 第 1 学年用形成評価ツールが作成される。 
 

 

指標４: 成果品に対する満足度 
 

終了時評価において、第 1 学年用形成評価ツールの作成に従事した教育省技官の満

足度を、「非常に満足」・「満足」・「やや不満」「不満」の 4 つから選んでもらった 

 第 1 学年用形成評価ツールは完成している。これらは算数科における教え方と

児童の学びのモニタリングのため、全国に配布される。 

 作成者の満足度は高かった（4 人中 4 人が「満足」と回答）。まだ質を上げる余

地があることが、「非常に満足」でない理由だった。 

 第 1 学年用形成評価ツールを配布しモニタリングする技官の満足度は、非常に

高かった。（2 人中 2 人が「非常に満足」と回答）。このツールは非常に使い勝

手がよく、これにより、国の歴史で初めて全国レベルの学習形成評価ができる

こととなったことがその理由だった。 
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2-1-2 プロジェクト目標 
（エルサルバドルのカリキュラム及び授業現場に即した）初等教育における算数

教材が作成される 
 

指標: 成果品 
(1) 第１学年から第６学年までの教師用指導書及び児童用教科書、並びに第１

学年から第３学年までの児童用作業帳 

(2) 教員研修用マニュアル・教材 

(3) 第 1 学年用形成評価ツール 

 

(1) 2008 年 9 月までの教師用指導書及び児童用教科書、児童用作業帳の作成状況

は下表のとおり。 
教材 

 
作成状況 

 
教師用指導書（1 年から 6 年） 完了 
児童用教科書（1 年から 6 年） 完了 
児童用作業帳 (1 年から 3 年) 完了 

 
上記の教材はすべて 2008 年に教育省が作成したカリキュラム（Programa de 

Estudio）と内容が整合している。また上記の教材は教育省により正式に承認されて

おり、これらの教材を全国に配布するための準備が進められている。 

 

(2) 2008 年 9 月までの教員研修用マニュアル・教材（モジュールⅠからモジュール

Ⅷ）の作成状況は下表のとおり。 
教材 作成状況 

教員研修用マニュアル・教材（モジュ

ール１からモジュール 8） 
最終バージョン作成中 

 
作成されたモジュールは、ドン・ボスコ大学とエルサルバドル教育大学が実施す

る現職教員研修において使用されている。 

 

【参考】 

中間評価期間中に、プロジェクトの中で作成するのはモジュールⅠからモジュール

Ⅷとすることが決められた。実際には、プロジェクトはそれだけにとどまらず、モ
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ジュールⅨからモジュールⅩⅥも作成しており、それらも改訂中である。 

 

(3)  2008 年 9 月までの第 1 学年用形成評価ツールの作成状況は下表のとおり。 
教材 作成状況 

第 1 学年用形成評価ツール 完了 
 
第 1 学年用形成評価ツールは 2006 年に試用され、2007 年に改訂された。最終版

は 2008 年に全国に配布され、2008 年・2009 年に使用される。これにより、全国規

模で算数科の教え方と児童の学びの改善につながることが期待されている。教育省

のモニタリングチームがその使用を監督する計画。 

 
2-1-3 上位目標 
現職教員の初等教育における算数指導力が向上する。 

 

指標: 授業の改善 

 

上位目標は通例プロジェクト終了後 5～10年後に達成される目標と想定されている。

その意味では、現時点でエルサルバドルにおける現職教員の初等教育における算数

指導力が向上したと断定するのは時期尚早である。しかしながら、少なくとも実験

校 7 校のうち 4 校の教員 41 人は、本プロジェクトの枠組みで作成された教材（教

師用指導書、児童用教科書、児童用作業帳）のおかげで教え方と児童の学びの両方

に良好な変化が認められたと述べている。例えば、教え方では、以前より、系統的

に教えることができる、双方向のコミュニケーションが持てる、学習効果の高い教

え方ができる－などの意見があった。また児童の学びでは、より意欲が高く、積極

的に参加するようになった、分析がよくできるようになった、授業に満足している

－などと述べている。（付録 4）。 

 

上記の教師 41 人のうち 34 人は本プロジェクトの枠組みで作成された教材使用に関

する研修に参加していた。そのうち 24 人は研修が良かったと評価したが、研修講

師によって偏りが大きいことを指摘する意見も散見された。上位目標の達成には研

修の質の標準化が必要と思われる。 
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2-2.  プロジェクトの実施プロセス 

2-2-1 プロジェクト運営体制 
 2006 年 3 月 31 日に署名された討議議事録（R/D）によれば、教育省副大臣がプ

ロジェクト・ダイレクターとして本プロジェクトの運営・実施の全責任を担い、

同省の国家教育局長がプロジェクト・マネージャーとして管理・技術面の責任

を担うと規定されている。 

 中核的カウンターパートの人数は 10 人から 13 人に増加した（付録 7）。彼らは

日本人専門家と緊密に働き、本プロジェクトの様々な活動で重要な役割を果た

している。プロジェクトの実施体制図は付録 11 のとおりである。 

 

2-2-2 活動の実施 
 プロジェクト活動の当初計画と実績は付録 6 に示されている。 

 活動そのものと活動を行う時期にいくつかの変更が生じた。例えば、本プロジ

ェクトでは、3～6 年生についてはホンジュラスで開発された教材を変更せずに

そのまま 2 つの実験校で試験的に使うことを想定していた。しかし、両国間の

教育的文脈と国家カリキュラムの差異により、エルサルバドル版の施行用教材

を作成することになった。 

 教材開発に必要な時間、作業量、具体的な業務が事前調査の段階で細かく検討・

計算されなかったため、結果的に野心的なプロジェクトデザインにつながった。 

 中間評価時のプロジェクト計画の見直し後、４つの成果の活動は、日本・エル

サルバドルの共同作業により実施され、成果を上げている。 

 
2-2-3 プロジェクト関係者間のコミュニケーション 

 G13 と日本人専門家とのコミュニケーションは円滑に行われている。 

 日常の良好な意思疎通に加えて、プロジェクトは月例の技術ミーティングを開

催している。 

 広域専門家はエルサルバドルを少なくとも月 1 回訪れている。各訪問の前に訪

問を有効にするための調整が行われている。 

 

2-2-4 モニタリングと評価 
 G13 はプロジェクトに関連する情報を上記の技術ミーティングで共有した。こ

れに代表されるように、プロジェクトの進捗状況は定期的にモニタリングされ
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ている。 

 合同調整委員会（CCC）は重要事項について協議し意思決定を行った。同委員

会は 2006 年 9 月、2007 年 3 月、11 月、2008 年 5 月に開催されている。 

 

2-2-5 当事者意識 

 教育省は本プロジェクトをコンプレンド・プログラムの不可欠な要素であると

認識している。また教育省は R/D に定められた人件費やその他のコストを負担

している。 

 

【参考】 

1. 教育省は教師用指導書（第 1 から 6 学年）・児童用教科書（第 1 から 6 学年）・

児童用作業帳（第 1 から 3 学年）の全国配布の印刷費と配布費を負担した。ま

た第 4 から 6 学年の児童用作業帳に関しても、独自に設計し全国配布の印刷費

と配布費を負担した。 

2. 教育省はコンプレンド・プログラムの中で行われている現職教員研修のコスト

を負担した。ただし、現職研修は資金源の変更により、当初計画より開催が遅

れた。 

3. 教育省は第 1 学年形成評価ツールを全国展開するための印刷・配布・実施の費

用を負担した。 

 

2-2-6  技術協力の方法 
 本プロジェクトは、JICA の広域協力の枠組みでホンジュラス算数指導力向上プ

ロジェクト（PROMETAM）の第 2 フェーズから技術支援を受けている。広域協

力は 5 カ国（エルサルバドル、グアテマラ、ニカラグア、ドミニカ共和国、ホ

ンジュラス）の 5 つのプロジェクトで構成されている。 

 本プロジェクト「COMPRENDO-JICA」は、主にホンジュラスから派遣される

日本人専門家から技術支援を受けている。彼らの努力と献身が賞賛に値するも

のであることは疑いない。しかし、広域専門家のエルサルバドル訪問は過去 1

年間で月 1 回のペースであり、毎回の滞在期間は 4～5 日であることから、日本

人専門家が G13 に対して十分な技術（専門性）移転を行うことは難しく、G13

にとってもそうした短期間で日本人専門家から授かる知識とスキルを十分に咀

嚼・吸収することは困難と考えられる。その意味で、本プロジェクトはいわば
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構造的な困難さと地理的制約を最初から内包していたといえる。このような困

難はあっても、中間評価以降は活動の優先付けを行い、可能な限り時間と資源

を有効に使うようにした。 

 下記に示すように、教育省の調整により、各ドナーはエルサルバドルの教育に

対して、補完しながら支援をしている。 

 JICA は算数科に、米国国際開発庁（USAID）は国語科で技術協力を行なっ

ている。イベロアメリカ諸国教育・科学・文化機構（OEI）は理科の、国際

労働機関（ILO）は社会科の教材作成に関して、それぞれコンサルタント契

約の資金を拠出している。スペイン国際協力庁（AECID）は教員用研修の

モジュール作成の資金援助を行っている。ルクセンブルグ政府とプラン・

インターナショナルは現職教員研修を支援している。 

 本プロジェクトは、JICA の広域協力の枠組みでホンジュラス共和国算数指

導力向上プロジェクト（PROMETAM）の第 2 フェーズから技術支援を受け

ている。広域協力は 5 カ国（エルサルバドル、グアテマラ、ニカラグア、

ドミニカ共和国及びホンジュラス）の 5 つのプロジェクトから構成されて

いる。 

 

2-2-7  中間評価の提言への対応 
 

 PDM と PO と実施体制図はプロジェクトの実情に即して訂正された。また広域

プロジェクトが責任を持つ範囲を改めて設定した。 

 長期専門家は教員研修課と同じ場所にプロジェクト事務所を移し、現職教員研

修用マニュアル・教材作成への技術支援を強化した。 

 

2-3. ５項目による評価 
評価 5 項目の観点から、「高い」、「中程度」、「低い」の 5 段階で評価した。詳細

は付録 3 を参照。 

 

2-3-1   妥当性 
結果: 高い  

 

プロジェクは、特にエルサルバドルの国家計画と日本の ODA 政策との整合性が高
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い。終了時評価委員はプロジェクトの妥当性は高いと評価する。 

 

(1) エルサルバドル政府の政策との整合性 
 2004 年 6 月に就任したサカ大統領は 2004 年から 2009 年までの政府計画「País 

Seguro（安全な国）」を発表した。同計画は 16 の活動領域を掲げ、教育分野も「近

代化への跳躍と知識社会の構築」との副題を伴ってその一つに挙げられている。 

 教育省が 2005 年 3 月に作成した「国家教育計画 2021」は、次の 4 つの戦略ライ

ンを挙げている。 

 戦略ライン 1：教育へのアクセス 

 戦略ライン 2：実効性のある初等（第 1～9 学年）・中等（第 10～12 学年）

教育 

 1) 適切な施設環境、2) 学習を可能にする制度的環境、3) 優秀で意欲の

ある教員、4) 学びを促進するカリキュラム、5) 教員及び学習者の資格

認定 

 戦略ライン 3：競争力（のある人材の育成） 

 戦略ライン 4：良いマネジメントの実践 

 コンプレンド・プログラムは、上記の戦略ライン 2 の中で下線部の項目に対応

したものであり、初等教育の第 1 サイクル（第 1～3 学年）と第 2 サイクル（第

4～6 学年）に在籍する児童の算数の思考力と分析力、国語の理解力と表現力を

向上させ、それによって学業成績の向上を図ることを目的としている。本プロ

ジェクト「COMPRENDO-JICA」はその名の示すとおり、コンプレンド・プログ

ラムの活動を補完するものである。 

 このように、本プロジェクトはエルサルバドルの開発政策・開発ニーズと合致

している。 

 
(2) ターゲットグループのニーズとの整合性 

 PDMに記載されているとおり本プロジェクトには 2種類のターゲットグループ

が存在する。一つは直接的受益者である G13。もう一つは間接的受益者で、実

験校 7 校の教員・児童・フォローアップチーム（指導主事、運営主事）、加えて

教師の現職研修の算数科講師がこれにあたる。 

 G13 は算数教育に関する能力向上を必要としており、まさにこれは本プロジェ

クトが目指しているものである。 
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 2004 年に JICA が実施した調査によれば、算数はエルサルバドルの教員と児童

にとって最も不得手な科目である。教員は教授力の向上に役立つ教材と研修を

強く求めており、児童は良い教材を欲し、算数を楽しく学びたいと願っていた。 

 実験校 7 校のフォローアップチーム（指導主事、運営主事）は、学校でフォロ

ーアップ活動を行う際に使用する有形のツールと標準様式を必要としていた。 

 このように、本プロジェクトで設定された「成果」はターゲットグループのニ

ーズと合致している。 

 
(3) 日本の ODA 政策との整合性 

 日本政府は 2002 年に発表された「成長のための基礎教育イニシアティヴ

（BEGIN）」で、開発途上国の教育の「質」向上への支援を重点事項として位置

づけており、その中で次の 3 点を細目として挙げている。 

1) 理数科教育支援、2) 教員養成・訓練に対する支援、3) 学校の管理・運営能力

の向上支援 

 2004 年 8 月実施された現地政策協議において、日本側 ODA タスクフォースと

エルサルバドル政府との間で、2004 年から 2009 年までの現政権に対する日本

の援助重点分野を以下のとおり確認している。 

1) 経済の活性化と雇用拡大、2) 社会開発、3) 持続的開発のための環境保全、4) 民

主主義の定着・強化 

 本プロジェクトは初等教育の質の向上を目指すことを目的に形成されており、

社会開発の分野における支援と位置づけられている。 

 このように、本プロジェクトは日本の ODA 政策と整合している。 

 

 

(4) 妥当性に関するその他の事項 
 G13 と教育省職員とのインタビュー結果によると、広域専門家は、算数教育に

おける他の中米諸国での同様の課題に直面した際の経験に通じているため、そ

れに基づき彼らの活動を効率的かつ効果的にするための助言を与えたというこ

とだった。また G13 は、広域研修は近隣国の算数教育に従事する職員と意見交

換や経験共有をするのに非常に有益だったとしている。このように、広域プロ

ジェクトはサルバドル側のカウンターパートのニーズに合致している。 

 教育省の国家カリキュラムが、プロジェクトで作成した教材と整合する形で作
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成された。この結果、プロジェクトの妥当性はさらに高まった。 

 算数科の専門を高めるため、第 1・第 2 サイクルの基礎課程の教員に対して、

大学卒業資格の取得を可能とする現職教員研修が強化されプロジェクトの作成

した教材がこの研修で使われている。これにより、プロジェクトの妥当性は中

間評価時点よりもさらに高まった。 

 

 

2-3-2 有効性 

結果: 高い  
 
プロジェクトは、成果の達成によりプロジェクト目標を十分に達成することが見込

まれる。したがって有効性は高いと評価される。 

 

(1) プロジェクト目標達成の見込み － 教材開発 

 付録 1 に記載のとおり、プロジェクトはプロジェクト目標を達成できると見込

まれる。 

 第 1～第 6 学年の教師用指導書と児童用教科書、第 1～第 3 学年の児童用作業帳

は作成済みであり、全国に配布されるために印刷された。2008 年 12 月から 2009

年 2 月に全国配布される予定。 

 教員研修用マニュアル・教材のモジュール I から VIII は作成済みであり、現職

教員研修で使われている。 

 第 1 学年用形成評価ツールは作成済みで、2006 年から全国に配布され使われて

いる。 

 

(2) 成果とプロジェクト目標の結びつき 
 下記に示されるように成果は達成されている。したがって成果の達成によりプ

ロジェクト目標が達成されたと判断される。 

 上記の教材作成により G13 の能力が向上した。 

 付録 1 に示したように、G13 の専門性向上は自己評価の結果と算数基礎学力の

継続的評価の結果から見てとれる。 

 PDM に示された各種教材の作成者の満足度が高い。ただし、何人かはもっと質

をよくできると思っている。 
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 要約すると、プロジェクト目標と成果は達成された。中間評価で活動の優先付

けを行い、プロジェクト計画を再構築したことがプロジェクトの有効性を高め

るために非常に重要だったとみられる。 

 

 (3) プロジェクト目標及び成果の達成のための阻害・貢献要因 
阻害要因として挙げられるものは以下のとおりである。 

＜根本的な阻害要因＞ 

 実現可能性に関する不十分な事前調査に基づいた案件形成 

 案件理解を困難にさせた PDM の非論理的構成と不明瞭な表現 

 使用可能な資源と時間に比べて過度な期待に基づいた野心的計画 

 

＜実務上の阻害要因＞ 

 以下のような教育省内の運営上のいくつかの変更、および時間を要する意思決

定と手続き 

 教材の印刷・配布のスケジュールが前倒しになったこと 

 入札手続き完了後、教員研修の準備時間がタイトになったこと 

 現職教員研修で、教員養成機関の参加形態が入札による選定に変更になっ

たこと。 

 

＜根本的な貢献要因＞ 

 本プロジェクトがエルサルバドル及び教育省のニーズに対応したものであるこ

と 

 本プロジェクトが算数教育における教員と児童のニーズに対応したものである

こと 

 

＜実務上の貢献要因＞ 

 日本人専門家によって行われた広域研修が高い質であったこと 

 域内の他国と経験を共有できたこと 

 日本の経験に基づいて提供された指導・助言 

 プロジェクト内外の変化に応じた適切な対応 

 プロジェクト実施に際しての G13 のコミットメントと熱意 
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2-3-3 効率性 
結果: 高い 

 

上述の阻害要因はあったものの、エルサルバドル側・日本側双方の努力により、投

入が期待される成果の達成につながるよう調整された。したがって効率性は高いと

判断される。 

 

 

(1) 成果達成のための投入と活動の適切さ 
 投入と活動は成果を生み出すことに寄与している。 

 人材、機材、経費などの投入はすべてプロジェクトの実施に不可欠な要素であ

る。 

 活動は総じて当初計画に沿って行われているが、上欄に記載されているような

阻害要因がもたらした種々の変更により、教材の質を保持するためには、活動

時期と資源の調整が必要だった。活動の計画と実績は付録 6 のとおり。 

 

 

 (2) エルサルバドル側と日本側投入の適切さ 
 付録 1 に記載のとおり、エルサルバドル側の投入は適切に行われている。投入

は教育省の規定に則って提供・管理されている。 

 付録 1 に記載のとおり、日本側の投入も適切に行われている。 

 

 

 (3) 運営管理の効率性 

 「有効性」の部分に記載されているとおり、本プロジェクトの効率性に影響を

及ぼしたいくつかの阻害要因が存在する。 

 しかし、これらの阻害要因にエルサルバドル側・日本側の双方のプロジェクト

メンバーは、共同して対処し、支障を軽減させた。結果として、運営管理の大

きな問題は起こらなかった。 
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2-3-4 インパクト 
結果: 高い 

 

プロジェクトは多くの正のインパクトを産み出し、その中には国家規模の算数授業

改善につながる可能性があるものもある。これらからプロジェクトのインパクトは

高いと評価される。 

 

 

(1) 上位目標達成の見込み 

 アンケートに回答した実験校 4 校の教師の多くは、授業と児童の学習に良好な

変化が見られたと回答した。（付録 4）。 

 教材を活用し、研修を受講することによって、多くの教員が同様の変化を感じ

取ることが期待される。 

 全国の現職教師への研修を行う計画があり、新規教員養成プログラムも見直し

が始まっている。 

 しかしながら、将来上位目標が達成されるには、プロジェクトで作成された教

材が全国に配布され、かつ、現職教員研修と新規教員養成の質が保たれる必要

がある。 

 

 (2) プロジェクト実施によるインパクトと波及効果 
＜正の影響＞ 

 教育省は、本プロジェクトから得られた知見を第 1・第 2 サイクルの新しい国

家カリキュラムに反映させた。同様に、プロジェクトの教材作成で用いられた

知見は、第 3 サイクルや高等教育の国家カリキュラム作成でも有用だった。こ

れにより、その成果は長期にわたり、エルサルバドルの算数教育の基礎を成す

見込みである。 

 教育省は授業と児童の学習にとってこれら教材が有用で有効であることを認識

するに至った。同省は独自予算によって全国のすべて学校（約 5000 校）宛に教

材を印刷・配布する準備を進めている。教材別・学年別の印刷・配布数は下表

のとおりである。 

 

－137－



 

教材／学年 1 2 3 4 5 6 
教師用指導書 8,300 7,900 7,800 7,632 7,617 7,595 
児童用教科書 197,700 166,512 155,570 147,868 136,862 121,579 
児童用作業帳 197,700 166,512 155,570 147,868 136,862 121,579 

 

 教育省は、本プロジェクト「COMPRENDO-JICA」で開発された教材の有効性

を認め、他ドナーにも教材開発を要請した。JICA は算数科に、米国国際開発庁

（USAID）は国語科において技術協力を行なっている。イベロアメリカ諸国教

育・科学・文化機構（OEI）は理科の、国際労働機関（ILO）は社会科の教材作

成に関してコンサルタント契約の資金をそれぞれ拠出している。スペイン国際

協力庁（AECID）は教員研修のモジュール作成の資金援助を行っている。さら

に、ルクセンブルグ政府とプラン・インターナショナルは教員養成を支援して

いる。 

注：JICA、USAID、OEI、ILO 及び AECID のフルスペリングは報告書巻頭の略語表を参照。 

 

 プロジェクトは終了までの期間を使って、（プロジェクトの範囲外の）教員研修

マニュアル・教材のモジュール IX から XVI の作成も行う予定である。 

 

＜負の影響＞ 

 大きな阻害要因は見当たらないが、アンケートに回答した実験校 4 校の教員か

ら次のようなコメントがあった。新しく開発された教材を用いて新しい教授法

に適応しようと奮闘している様子がうかがえる。 

 いろいろな道具や材料を事前に準備する仕事が増えた。 

 幾つかの学習テーマを自分で組み立てるのに多くの時間を要するようになった。 

 

 

2-3-5 自立発展性 
結果: 中程度 

 

教材／学年 JICA USAID OEI OIT 
教師用指導書 
児童用教科書 
児童用作業帳 

算数科 国語科 理科 社会科 
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G13全員が教材作成に必要となる算数科に関する知見と能力を向上させていること

が確認された。ただし、これらの教材の定期的な見直しを行っていくには、広域協

力の枠組みによる技術支援が不可欠である。一方、児童用作業帳や中期的な教員研

修などに関しては、その計画と予算が明確になっていないなどの課題が確認された。

結果として、終了時評価委員会はプロジェクトの自立発展性は中程度と評価する。 

 

(1) 政策・制度的側面 
 「国家教育計画 2021」の目標を達成するために、教育省は本プロジェクトで開

発されたすべての教材を全国の学校に配布する予定である。 

 教育省は、児童に知識を広げ理解を深めてもらうよう児童用作業帳を配布する

ための予算を毎年確保すると約束している。 

 111 校を対象とした COMPRENDO プログラムの枠組みにおいて、教育省は 1～3

年生の教員を対象とした研修を 2006 年 1 月から開始した。この現職教員研修の

詳細実績は付録 12 のとおりである。ただし 2009 年の現職教員研修は予算が承

認されていない。他ドナーの支援による一部の現職教員研修は実施されている

が、これもそれぞれの資金援助をしているプロジェクトの期間しか予算がない。 

 教育省は、本プロジェクトから得られた知見を新しい国家カリキュラムに反映

させた。これにより、その成果は長期にわたり、エルサルバドルの算数教育の

基礎を成す見込みである。 

 

 
(2) 組織・技術的側面 

 教育省において本プロジェクトと関連した部課の組織的な能力は強化されたと

いえる。特にアカデミック課の技官は算数教育に関する知識と技能を修得した。

アカデミック課内で他の教科（国語科、理科、社会科）を担当するチームとは

異なり、算数チームだけが自ら教材開発を行った。算数チームの 6 人の技官は

日本人の広域専門家から集中的に実地指導を受けた。これら技官が継続して勤

務する限り、算数教育に関する知識と経験は教育省内に定着することが期待さ

れる。 

 教員研修課も教員研修用マニュアル・教材の作成に関して、深い知識と技能を

習得し、プロジェクト終了前にモジュール I から VIII までの第 1 版を完成する。

しかし、モジュールの改訂には広域専門家の支援の継続が必要である。 
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 アカデミック課の中で第 1 学年用形成評価ツールの作成に従事した技官は、今

後の課題として問題集の作成・ツールの継続的な改訂・第 2 から第 3 学年の形

成評価ツールの開発が必要であるとしている。それらの作成には広域専門家の

支援の継続が必要である。 

 

 
(3) 財政的側面 

 2008 年、2009 年、2010 年の全国レベルでの教材の印刷・配送については信託

基金で確保済みである。 

 教育省は、当面の持続性を保証するために、教科書無償配布、教師教育（主に

現職教員研修）、フォローアップ、授業評価に関しては政府としてコミットメン

トしていると発言した。 

 

 

2-4.  結論 

 

プロジェクト期間中に多少の阻害要因があったものの、エルサルバドル側・日本

側の双方の効率的な努力と広域プロジェクトの技術協力により、プロジェクト終了

時までに、すべての成果とプロジェクト目標の達成が見込まれる。実験校では、指

導と児童の学びに改善が見られ、今後教材が全国に配布されれば、全国的に算数科

授業が改善される可能性が示唆された。一方、算数科の教え方と児童の学びをさら

によくするための自立発展性に関するいくつかの課題が確認された。 

 

3. 提言 

 
3-1  プロジェクト終了までの提言 

 2008 年に実施された全国的な「学習到達度テスト（Prueba de Logros de 

Aprendizaje）」の結果を活用して、プロジェクトの実験校を含む COMPRENDO プ

ログラム対象校とそれ以外の学校との結果を比較し、作成教材の有効性を検証

する。 

 教材使用と教員の算数理解度に関して、教室での評価およびフォローアップを

目的とするモニタリング計画（少なくとも今後 9年ないし 15 年にわたる計画）
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を作成する。 

 自己評価を活用し、Ｇ13 のさらなる能力向上を図る。 

 教員と一般の人々を対象に、これまでの経験と優れた教育実践の共有を目的と

する普及イベント（ナショナル・セミナーなど）を実施する。 

 

3-2  プロジェクト終了後に向けての提言 
 G13 の能力向上と自己評価を継続する。 

 作成教材を継続的に改訂（更新）する。 

 算数教育のさらなる発展に向けて公開授業の取組や実験校の各種イニシアチブ

を継続させる。 

 全国的な「学習到達度テスト（Prueba de Logros de Aprendizaje）」を継続す

る。 

 新規教員養成と現職教員研修における算数指導法改善の取組への高等教育機関

の参加を促進する。 

 教員研修講師の能力強化に関する活動を増やす。 

 プロジェクトで開発した方法論を継続させる。 

 教育省の経常予算による児童用練習帳の印刷・配布を確保する。 

 プロジェクトの経験を体系化（内在化）し、普及させる。 

 広域協力の枠内においてプロジェクト活動のフォローアップを行う。 

 日本の技術協力継続により教育省の算数分野の教育計画を促進させる。 

 教育省は国家の教育開発に向けて様々な分野の指導的集団（equipos líderes）

の形成にリーダーシップを発揮する。 

 

４．教訓 

4-1  計画段階 

 活動の優先順位付けが重要である。特に教材作成は他の活動の基礎となる。 

 カリキュラムと教材と教員への技術支援およびそれらの論理的関係性は教育の

質の向上の鍵となる。 

 印刷教材作成に際し、その編集計画の立案が必要である。 

 

4-2 実施（教材作成）段階 

 継続的な実践と内省は専門的な知識・技術・経験の向上と蓄積に最も有効な方
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法である。 

 効果的な省内調整、戦略的な連携、真に参加型の協働（グループワーク）は計

画の完全な実行と目標の効率的な達成に不可欠である。 

 プロジェクトで学んだアプローチ、たとえば発問分析、誤答への対応、板書法、

公開授業など、は他の教科や他の教育段階に活用できる。 

 

4-3 フォローアップ（導入・指導）段階 

 学校訪問は教師と技官にとって「学びの機会」である。 

 教材供与、教員研修、実践指導（フォローアップ）は革新的な教育方法の適切

な実現にとって決定的な条件である。 

 継続的なフィードバックの実現およびプロジェクトを取り巻く状況の変化に基

づく必要に応じた計画変更は目標達成にとって重要である。 
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た
が
、
研
修
講
師
に
よ
っ
て
偏
り
が
大
き

い
こ

と
を

指
摘

す
る

意
見

も
散

見
さ

れ
た

。
上

位
目

標
の

達
成

に
は

研
修

の
質

の
標

準
化

が
必

要
と

思
わ

れ

る
。

  

 
20

08
年

8
月
に
、
教
育
省
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
コ
ア
グ
ル
ー
プ
（

G
13

）
は
、

1
年
か
ら

3
年
ま
で
の

18
件

と
4

年
か
ら

6
年
の

17
件
の
授
業
と
を

、
教
材
の
使
用
・
質
問
の
準
備
・
児
童
の
ノ
ー
ト
の
確
認
・
児
童
の
質
問

の
活
用
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
比
較
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
枠
組
み
で
作
成
さ
れ
た
教

材
（
教
師
用
指
導
書
、
児
童
用
教
材
及
び
児
童
用
作
業
帳
）
を
使
っ
て
い
る

1
年
か
ら

3
年
の
授
業
は
、
そ
れ

ら
を
使
っ
て
い
な
い

4
年
か
ら

6
年
の
授
業
よ
り
も
、
良
い
授
業
を
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
枠
組
み
で
作
成
さ
れ
た
教
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
授
業
の
質
が
良
く
な
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
た
。

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

目
標
の
達
成
状
況

 
（

エ
ル

サ
ル

バ
ド

ル
の

カ
リ

キ
ュ

ラ

ム
及
び
授
業
現

場
に
即
し
た
）
初
等
教

育
に

お
け

る
算

数
教

材
が

作
成

さ
れ

る
。

 
 

成
果
品

 
(1

) 
第

１
学

年
か

ら
第

６
学

年
ま

で
の

教
師

用
指

導
書

及
び

児

童
用

教
材

、
並

び
に

第
１

学

年
か

ら
第

３
学

年
ま

で
の

児

童
用

作
業
帳

 
(2

) 
教

員
研

修
用

マ
ニ

ュ
ア

ル
・

教
材

 

(1
) 

20
08

年
9
月
ま
で
の
教
師
用

指
導
書
及
び
児
童
用
教
材
、
児
童
用
作
業
帳
の
作
成
状
況
は
下
表
の
と
お
り
。

 
教
材

 
 

作
成
状
況

 
 

教
師
用
指
導
書
（

1
年
か
ら

6
年
）

 
完
了

 
児
童
用
教
材
（

1
年
か
ら

6
年
）

 
完
了

 
児
童
用
作
業
帳

 (
1
年
か
ら

3
年

) 
完
了

 
 

上
記
の
教
材
は
す
べ
て

20
08

年
に

教
育

省
が
作
成
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（

Pr
og

ra
m

a 
de

 E
st

ud
io
）
と
内
容
が

整
合
し
て
い
る
。

 

添
付
１
．
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(3
) 

第
1
学
年
用
形
成
評
価
ツ
ー

ル
 

 
上
記
の
教
材
は
教
育
省
に
よ
り
正
式
に
承
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
教
材
を
全
国
に
配
布
す
る
た
め
の
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

 
 (2

) 
20

08
年

9
月
ま
で
の
教
員

研
修
用
マ
ニ

ュ
ア
ル
・
教
材
（
モ
ジ
ュ
ー
ル
Ⅰ
か
ら
モ
ジ
ュ
ー
ル
Ⅷ
）
の
作
成
状

況
は
下
表
の
と
お
り
。

 
教
材

 
作
成
状
況

 
教
員
研
修
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
教
材
（
モ
ジ
ュ
ー
ル
Ⅰ
か

ら
モ
ジ
ュ
ー
ル
Ⅷ
）

 
最
終
バ
ー
ジ
ョ
ン
作
成
中

 

 
 

作
成
さ
れ
た
モ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
ド
ン
・
ボ

ス
コ
大
学
と
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
教
育
大
学
が
実
施
す
る
現
職
教
員
研

修
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

 
 【
参
考
】

 
中
間
評
価
期
間
中
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で

作
成
す
る
の
は
モ
ジ
ュ
ー
ル
Ⅰ
か
ら
モ
ジ
ュ
ー
ル
Ⅷ
と
す
る
こ
と
が

決
め
ら
れ
た
。
実
際
に
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
Ⅸ
か
ら
モ
ジ
ュ
ー
ル
Ⅹ
Ⅵ

も
作
成
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
も
改
訂
中
で
あ
る

。
 

 (3
) 

 2
00

8
年

9
月
ま
で
の
第

1
学
年
用
形
成

評
価
ツ
ー
ル
の
作
成
状
況
は
下
表
の
と
お
り
。

 
教
材

 
作
成
状
況

 
第

1
学
年
用
形
成
評
価
ツ
ー
ル

 
完
了

 
 

 
第

1
学
年
用
形
成
評
価
ツ
ー
ル
は

20
06

年
に
試
用
さ
れ
、

20
07

年
に

改
訂
さ
れ
た
。
最
終
版
は

20
08

年
に

全
国
に
配
布
さ
れ
、

20
08

年
・

20
09

年
に
使
用
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
全
国
規
模
で
算
数
科
の
教
え
方
と

児
童
の
学
び
の
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
教
育
省
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
チ
ー
ム
が
そ
の
使
用

を
監
督
す
る
計
画
。

 
 

成
果
の
達
成
状

況
 

1.
 

13
名
の
コ
ア
グ
ル
ー
プ
（

G
13

）

の
算

数
教

育
に

関
す

る
能

力
が

強
化
さ
れ
る
。

 

1-
1.

 （
G

13
 の

）
算
数
教
育
に
関
す

る
知
見

 
        

・
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後
、
教
育
省
は
コ
ア
グ
ル
ー
プ
を
強
化
す
る
た
め
に
、
そ
の
人
数
を

10
人
（

G
10

）
か
ら

13
人
（

G
13

）
に
増
や
し
た
。
広

域
研
修
（
付
録

5
参
照
）
と
国
内

で
の
日
常
業
務
を
通
じ
て
、

G
13

の
算
数

教
育
に
関
す
る
能
力
は
次
の
点
で
向
上
し

て
い
る
。

 
 

G
13

の
自
己
評
価
結
果
に
よ
る
と
、「

算
数
基
礎
学
力
」「

教
材
作
成
能
力
」「

指
導
能
力
」
の
す
べ
て
の
面

で
、
能
力
が
向
上
し
て
い
る
と
全
員
が
評
価
し
た
。

 
 
ア
カ
デ

ミ
ッ

ク
課

の
高

学
年
算

数
学
力
試

験
の

結
果

を
見

る
と
、

算
数
の
全

領
域

で
結

果
が

向
上
し

て
い

た
。
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結
果
の
比
較

(2
00

6
年
と

20
08

年
) 

数
と
計
算

 
12

.8
/1

5 
– 

13
.7

/1
5 

四
則
演
算

 
9.

75
/1

2 
– 

10
.3

/1
2 

図
形

 
5.

67
/1

1 
– 

8.
33

/1
1 

測
定
・
統
計

 
8.

92
/1

1 
– 

9.
17

/1
1 

計
 

37
.1

/4
9 

– 
41

.6
/4

9 
 

2.
 

教
師

用
指

導
書

、
児

童
用

教
材

（
第

1～
6
学
年
）
及
び
児
童
用

作
業
帳
（
第

1～
3
学
年
）
が
作

成
さ
れ
、
最
終
版
と
し
て
改
訂
さ

れ
る
。

 
 

2-
1.

 成
果
品
に
対
す
る
満
足
度

 
終
了
時
評
価
に
お
い
て
、
教
師
用
指
導
書
、
児
童
用
教
材
（
第

1～
6
学
年
）
及
び
児
童
用
作
業
帳
（
第

1～
3
学
年
）

の
作

成
に

従
事

し
た

教
育

省
技

官
の

満
足

度
を

調
査

し
た

。
回

答
は

「
非

常
に

満
足

」
「

満
足

」
「

や
や

不
満

」
「

不

満
」
の

4
つ
か
ら
選
ん
で
も
ら
っ
た
。

 
 

教
師
用
指
導
書
、
児
童
用
教
材
の
第

1
か

ら
第

3
学
年
の
も
の
は
、
十
分
な
見
直
し
と
改
訂
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
結
果
、
作
成
者
の
満
足
度
も
非
常
に
高
か
っ
た
（

6
人
中

6
人
が
「
非
常
に
満
足
」
と
回
答
）。

 
 

教
師
用
指
導
書
、
児
童
用
教
材
の
第

4
か
ら
第

6
学
年
の
も
の
は
、
第
１
か
ら
第

3
学
年
に
比
べ
る
と
、
見
直

し
と
改
訂
が
少
な
く
、
作
成
者
の
満
足
度
は
あ
る
程
度
高
い
水
準
で
あ
っ
た
（

6
人
中

2
人
が
「
非
常
に
満

足
」、

4
人
が
「
満
足
」）
。

 
 

児
童
用
作
業
帳
（
第

1～
第

3
学
年
）
は

、
十
分
な
見
直
し
と
改
訂
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
作
成
者
の

満
足
度
も
非
常
に
高
か
っ
た
（

6
人
中

6
人
が
「
非
常
に
満
足
」
と
回
答
）。

 
 【
参
考
】

 
評
価
チ
ー
ム
は
実
験
校
で
あ
る
サ
ン
・
マ
テ
オ
・
ア
ポ
ス
ト
ル
校
、
ウ
ル
グ
ア
イ
校
、
レ
パ
ル
ト
・
バ
ジ
ェ
・
ヌ
エ

ボ
校
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
枠
組
み
で
作
成
さ
れ

た
教
材
を
使
っ
て
い
る
教
師

8
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。そ

の
結
果
、

63
％
（

8
人
中

5
人
）
が
教
材
の

使
い
勝
手
を

「
非
常
に
満
足
」
と
し
、

37
％
（

8
人
中

3
人
）
が
「

満
足
」
と
評

価
し
た
。

 
3.

 
教
員
研
修

用
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
教
材

が
作
成
さ

れ
る
。

 
3-

1
成
果
品
に
対
す
る
満
足
度

 
終
了
時
評
価
に
お
い
て
、
教
員
研
修
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
教
材
の
作
成
に
従
事
し
た
教
育
省
技
官
の
満
足
度
を
調
査
し

た
。
回
答
は
「
非
常
に
満
足
」「

満
足
」「

や
や
不
満
」「

不
満
」
の

4
つ
か
ら
選
ん
で
も
ら
っ
た
。

 
 

教
員
研
修
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
教
材
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
Ｉ
か
ら

V
II

I（
第

1
か
ら

3
学
年
に
相
当
）
は
完
成
し
て
い

る
。
前
者
は
研
修
講
師
に
用
い
ら
れ
、
後
者
は
教
師
へ
の
資
料
に
な
っ
て
い
る
。
作
成
者
の
満
足
度
は
非
常
に

高
か
っ
た
（

4
人
中

4
人
が
「
非
常
に
満

足
」
と
回
答
）。

 
 【
参
考
】

 
評
価
チ
ー
ム
は
ド
ン
・
ボ
ス
コ
大
学
と
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
教
育
大
学
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
作
成
し
た
教
員
研
修
用

マ
ニ
ュ
ア
ル
・
教
材
を
用
い
て
教
員
研
修
を
行
っ
て
い
る

2
人
の
講

師
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
そ
の
結
果
、

2
人

と
も
が
教
材
の
使
い
勝
手
を
「
非
常
に
満
足
」

と
評
価
し
た
。

 
 

4.
 

第
1

学
年

用
形

成
評

価
ツ

ー
ル

が
作
成
さ
れ
る
。

 
4-

1
成
果
品
に
対
す
る
満
足
度

 
終
了
時
評
価
に
お
い
て
、
第

1
学

年
用
形
成
評
価
ツ
ー
ル
の
作
成
に
従
事
し
た
教
育
省
技
官
の
満
足
度
を
、「

非
常

に
満
足
」・
「
満
足

」・
「
や
や
不
満

」
「
不
満
」
の

4
つ
か
ら
選
ん
で
も
ら
っ
た
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第

1
学
年
用
形
成
評
価
ツ
ー
ル
は
完
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
算
数
科
に
お
け
る
教
え
方
と
児
童
の
学
び
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
、
全
国
に
配
布
さ
れ
る
。

 
 

作
成
者
の
満
足
度
は
非
常
に
高
か
っ
た
（

4
人
中

4
人
が
「
満
足
」

と
回
答
）。

ま
だ
質
を
上
げ
る
余
地

が
あ

る
こ
と
が
、「

非
常
に
満
足
」
で
な

い
理

由
だ
っ
た
。

 
 

第
1
学
年
用
形
成
評
価
ツ
ー
ル
を

配
布
し
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
技
官

の
満
足
度
は
、
非
常
に
高
か
っ
た
。
（

2
人
中

2
人
が
「
非
常
に
満
足
」
と
回
答

）。
こ
の
ツ
ー
ル
は
非
常
に
使

い
勝
手
が
よ
く
、
こ
れ
に
よ
り
、
国
の

歴
史
で
初
め
て
全
国
レ
ベ
ル
の
学
習
形
成
評
価
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
が
そ
の
理
由
だ
っ
た
。

 
 

前
提
条
件
及
び

外
部
条
件

 
＜
前
提
条
件
＞

 
・
 
教
育
省
が

G
13

及
び

G
20

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
に

お
け

る
業

務
に

従
事

す
る

こ
と

を
保

証
す

る
。

 
＜
外
部
条
件
＞

 
・

 
計

画
さ

れ
た

活
動

を
保

証
す

る

た
め

の
必

要
な

資
金

が
確

保
さ

れ
る
。

 
・

 
初

等
教

育
に

お
け

る
算

数
科

の

教
育
課
程
が
変
わ
ら
な
い
。

 
・

 
教

育
政

策
の

基
本

方
針

が
変

わ

ら
な
い
。

 
 

 
＜
前
提
条
件
＞

 
・
 
既
述
の
と
お
り
コ
ア
グ
ル
ー
プ
の
人
数
が

10
人
か
ら

13
人
に
増
加

し
た
。
全
員
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
（

G
13

の
メ

ン
バ
ー
リ
ス
ト
は
付
録

 7
参
照
）。

 
・
 
さ
ら
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後
に
生
じ
た
教
育
省
内
の
手
続
き
上
の
変
更
（
入
札
制
度
の
導
入
）
に
よ
り
、

当
該
業
務
を
落
札
し
た

1
大
学
の

み
が
初
等
算
数
科
第

1
サ
イ
ク
ル

の
現
職
教
員
研
修
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
同
教
員
研
修
に
対
す
る
大
学
教
員

20
人
（

G
20

）
の
役
割
と
関
わ
り
方
が
変
容
し
た
。

 
＜
外
部
条
件
＞

 
・
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
の

た
め

に
必

要
な

資
金

は
エ

ル
サ

ル
バ

ド
ル

側
と

日
本

側
双

方
に

よ
っ

て
確

保
さ

れ
て

い
る
。

 
・
 
大
幅
な
変
更
は
な
い
。
初
等
算
数
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
方
針
は
保
た
れ
て
い
る
。

 
・
 
大
幅
な
変
更
は
な
い
。
教
育
政
策
の
基
本
方
針
は
保
た
れ
て
い
る
。

 
・
 
大
幅
な
変
更
は
な
い
。
教
員
研
修
は
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 

投
入
実
績

 
エ
ル
サ
ル
バ
ド

ル
側

 
a.

 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

配
置

（
G

10
）

 
b.

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

及
び

そ
の
他
必
要
な
設
備

 
c.

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
車

両
用

駐
車

場
 

d.
 

実
験
校
・
準
実
験
校
に
対
す
る

教
師

用
指
導
書
、
児
童
用
教
材

及
び

児
童

用
作

業
帳

の
配

布

経
費

 
e.

 
そ

の
他

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

に
必
要
な
経
費

 

a.
 

3
セ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
構
成
さ
れ
る

G
13

全
員
が
、
計
画
ど
お
り
に
チ

ー
ム
と
し
て
よ
く
調
整
さ
れ
て
作
業
し
て

い
る
。

 
b.

 
日
本
人
長
期
専
門
家
に
対
し
て
十
分
な
執

務
ス
ペ
ー
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

 
c.

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
は
日
本
側
が
車
両
の
所
有
権
を
有
し
て
お
り
、
維
持
費
は
日
本
側
が
負
担
し
て
い
る
。

 
d.

 
実
験
校

7
校
向
け
の
教
材
（
試
行
用
）
の
印
刷
費
は
教
育
省
が
負
担
し
た
。

 
e.

 
そ
の
他
の
経
費
は
必
要
に
応
じ
て
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
側
が
負
担
し
て
い
る
。
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日
本
側

 
a.

 
長
期
専
門
家

 
b.

 
本

邦
及

び
ホ

ン
デ

ュ
ラ

ス
に

お
け

る
中

核
人

材
（

G
3+

1）
の
広
域
研
修

 
c.

 
追

加
の

研
修

に
お

け
る

PR
O

M
ET

A
M

か
ら

の
技

術

支
援
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

 
d.

 
車
両

 
e.

 
実
験
校

7
校
に
対
す
る
教
師

用
指

導
書

、
児

童
用

教
材

、

児
童

用
作

業
帳

、
及

び
他

の

教
材
の
印
刷

 
f. 

他
に
必
要
な
機
材

 

a.
 

以
下
の
長
期
専
門
家

1
人
が
日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。

 
- 
豊
岡
し
の
ぶ
（
算
数
教
育
／
業

務
調
整
）

 
b.

 
以
下
の
広
域
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。
詳
細
は
付
録

 8
を
参
照
。

 
1)

 ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
在
外
広
域
研
修
（

7
人
）
―

  
20

06
年

4-
5
月

 
2)

 本
邦
広
域
研
修
（

4
人
）

 ―
  

20
06

年
6-

7
月

 
3)

 ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
在
外
広
域
研
修
（

6
人
）
―

  
20

07
年

4-
5
月

 
4)

 ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
で
の
算
数
教
育
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（

12
人
）
―

 2
00

7
年

4
月

 
5)

 ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
在
外
広
域
研
修
（

11
人
）
―

  
20

08
年

4-
5
月

 
c.

 
以
下
の
日
本
人
専
門
家
が
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。
詳
細
は
付
録

 1
1
を
参
照
。

 
- 
西
方
憲
広
（
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）

 
- 
阿
部
し
お
り
（
算
数
教
育
）

 
- 
丹
原
一
広
（
副
総
括
／
業
務
調

整
）

 
- 
山
本
良
和
（
授
業
改
善
）

 
- 
関
谷
武
司
（
授
業
評
価
）

 
d.

 
車
両
（
三
菱
モ
ン
テ
ロ
）
は

20
06

年
に

購
入
さ
れ
た
。

 
e.

 
教
材
の
印
刷
部
数
は
下
表
の
と
お
り
で
あ

る
。
印
刷
・
配
布
費
は
、
第

1～
3
学
年
は

1
万

32
ド
ル
、
第

4～
6
学
年
は

1
万

18
29

ド
ル
と
な
る

見
込

み
で
あ
る
。

 
教
材
／
学
年

 
1 

2 
3 

4 
5 

6 
合
計

 
教
師
用
指
導
書

 
13

0 
13

0 
13

0 
17

0 
17

0 
17

0 
 

90
0

児
童
用
教
材

 
93

0 
93

0 
89

0 
11

00
 

11
00

 
11

00
 

60
50

 
児
童
用
作
業
帳

 
93

0 
93

0 
89

0 
―

 
―

 
―

 
27

50
 

f. 
そ
の
他
必
要

に
応
じ

て
購
入
さ

れ
た
機
材
は
付

録
 9

の
と

お
り
。

そ
の
他
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

運
営
に
必

要
な
経

費
は
付
録

 1
0
の
と
お
り
で
あ
る
。
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添
付
２
．
 

 評
価
グ
リ
ッ
ド
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
プ
ロ
セ
ス
 

評
価
項
目

 
小
項
目

 
調
査
結
果

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

運
営
体
制

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

運
営

体
制

は
適

切

に
機
能
し
て
い
る
か
。

 
• 

20
06

年
3
月

31
日
に
署
名
さ
れ

た
討
議
議
事
録
（

R/
D
）
に
よ
れ

ば
、
教
育
省
副
大
臣
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ダ

イ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
・
実
施
の
全
責
任
を

担
い
、
同
省
の
国
家
教
育
局
長
が

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
管
理
・
技
術
面
の
責
任
を
担
う
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

 
• 

中
核
的
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
人
数
は

10
人
か
ら

13
人
に
増
加
し

た
（
付
録

 7
）。

彼
ら
は
日
本
人
専
門
家
と

緊
密
に
働
き
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
様
々
な
活
動
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
施
体

制
図
は
付
録

 1
1
の
と
お
り
で
あ

る
。

 
活
動
の
実
施

 
活

動
は

計
画

ど
お

り
に

行
わ

れ
て

い

る
か
。

  
• 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
当
初
計
画
と
実
績
は
付
録

 6
に
示
さ
れ
て
い
る
。

 
• 

活
動
そ
の
も
の
と
活
動
を
行
う
時
期
に
い

く
つ
か
の
変
更
が
生
じ
た
。
例
え
ば
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

3～
6年

生
に
つ
い
て
は
ホ
ン
デ
ュ
ラ

ス
で
開
発
さ
れ
た
教
材
を
変
更
せ
ず
に
そ
の
ま
ま

2つ
の
実
験
校
で

試
験
的
に

使
う

こ
と

を
想

定
し

て
い

た
。

し
か

し
、

両
国

間
の

教
育

的
文

脈
と

国
家

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
差

異
に

よ
り

、
エ

ル
サ
ル
バ
ド
ル
版
の
施
行
用
教
材
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 
• 

他
の
例
と
し
て
は
、

4～
6
年
生
の

教
材
の
印
刷
・
配
布
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
前
倒
し
に
な
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、

時
間
的
に

5～
6
年
生
の
現
場
で
の

試
行
（
教
室
で
の
試
用
・
検
証
）
の
工
程
を
省
か
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
こ

の
こ
と
が
教
材
の
質
に
影
響
を
与
え
た
。

 
• 

教
材

開
発

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

関
す

る
決

定
が

省
内

で
変

更
さ

れ
た

。
同

様
の

変
更

が
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
デ

ザ
イ

ン
や
試
行
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
も
生
じ
た
。

 
• 

一
連

の
入

札
業

務
を

終
え

る
の

に
時

間
を

要
し

た
た

め
、

現
職

教
員

研
修

の
準

備
期

間
が

タ
イ

ト
な

も
の

に
な

っ
た
。

 
• 

教
材

開
発

に
必

要
な

時
間

、
作

業
量

、
具

体
的

な
業

務
が

事
前

調
査

の
段

階
で

細
か

く
検

討
・

計
算

さ
れ

な
か

っ
た
た
め
、
結
果
的
に
野
心
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
に
つ
な
が
っ
た
。

 
• 

中
間

評
価

時
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

計
画

の
見

直
し

後
、

４
つ

の
成

果
の

活
動

は
、

日
本

・
エ

ル
サ

ル
バ

ド
ル

の
共

同
作
業
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

間
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

ど
の

よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
か
。
日
本
人
専
門
家

と
C/

P
の
意
思
疎
通
は
ど
の
程
度
ス
ム

ー
ズ
か
。

 

• 
G

13
と
日
本
人
専
門
家
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
る
。

 
• 

日
常
の
良
好
な
意
思
疎
通
に
加
え
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
月
例
の
技
術
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
て
い
る
。

 
• 

広
域
専
門
家
は
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
を
少
な
く
と
も
月

1
回
訪
れ
て
い

る
。
各
訪
問
の
前
に
訪
問
を
有
効
に
す
る

た
め
の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

と
評
価

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
進

捗
に

係
る

モ
ニ

タ

リ
ン

グ
と

評
価

は
ど

の
よ

う
に

行
わ

れ
て
い
る
か
。

 

• 
G

13
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
す

る
情
報
を
上
記
の
技
術
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
共
有
し
た
。
こ
れ
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
は
定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。

 
• 

合
同
調
整
委
員
会
（

C
C

C
）
は
重

要
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
意
思
決
定
を
行
っ
た
。
同
委
員
会
は

20
06

年
9
月
、

20
07

年
3
月
、

11
月
、

20
08

年
5
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
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教
育
省
と

G
13

は
本
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

し
て

ど
の

程
度

当
事

者
意

識
を

持
っ
て
い
る
か
。

 

• 
教
育
省
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
コ
ン
プ
レ
ン
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

 
• 

G
13

の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
課
の
技
官

は
彼
ら
自
身
が
作
成
し
た
教
材
に
特
別
な
愛
着
を
感
じ
て
い
る
。

G
13

の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
チ
ー
ム
の
技
官
は
形
成
的
評
価
ツ
ー
ル
一
式
を
フ
ル
に
活
用
し
て
い
る
。

 
• 

G
13

の
教
員
研
修
課
の
技
官
も
ま

た
現
職
教
員
研
修
の
教
材
の
作
成
に
献
身
的
に
従
事
し
て
い
る
。

 

当
事
者
意
識

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
関

係
す

る
活

動
コ

ス
ト

を
ど

の
程

度
教

育
省

は
負

担
し

て
い
る
か
。

 

• 
教
育
省
は

R/
D
に
定
め
ら
れ
た
人

件
費
や
そ
の
他
の
コ
ス
ト
を
負
担
し
て
い
る
。

 
 【
参
考
】

 
1．

教
育
省
は
教
師
用
指
導
書
（

第
1
か
ら

6
学
年
）・

児
童
用
教
材

（
第

1
か
ら

6
学
年
）・

児
童
用
作

業
帳
（
第

1
か
ら

3
学
年
）
の
全
国
配
布
の
印
刷
費
と
配
布
費
を
負
担
し
た
。
ま
た
第

4
か
ら

6
学
年
の
児
童
用
作

業
帳
に
関
し

て
も
、
独
自
に
設
計
し
全
国
配
布
の
印
刷
費
と
配
布
費
を
負
担
し
た
。

 
2．

教
育
省
は
コ
ン
プ
レ
ン
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
現
職
教
師
研
修
の
コ
ス
ト
を
負
担
し
た
。
た
だ

し
、
現
職
研
修
は
資
金
源
の
変
更
に
よ
り
、
当
初
計
画
よ
り
開
催
が
遅
れ
た
。

 
3．

教
育
省
は
第

1
学
年
形
成
評
価

ツ
ー
ル
を
全
国
展
開
す
る
た
め
の
印
刷
・
配
布
・
実
施
の
費
用
を
負
担
し
た
。

 
 

技
術
協
力
の
方

法
 

技
術

協
力

の
方

法
や

形
態

は
ど

の
程

度
適
切
か
。
他
ド
ナ
ー
や

JI
C

A
の
他

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
連

携
は

あ
る

か
。

 

• 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、

JI
C

A
の

広
域

協
力

の
枠

組
み

で
ホ

ン
デ

ュ
ラ

ス
算

数
指

導
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
PR

O
M

ET
A

M
）
の

第
2
フ
ェ
ー

ズ
か
ら
技
術
支
援
を
受
け
て
い
る
。
広
域
協
力
は

5
カ
国
（
エ
ル
サ
ル
バ
ド

ル
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
、
ホ
ン
デ
ュ
ラ
ス
）
の

5
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

 
• 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「

C
O

M
PR

EN
D

O
-J

IC
A
」
は
、
主
に
ホ
ン
デ
ュ
ラ

ス
か
ら
派
遣
さ
れ
る
日
本
人
専
門
家
か
ら

技
術
支
援
を
受
け
て
い
る
。
彼
ら
の
努
力
と
献
身
が
賞
賛
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
、

広
域
専
門
家
の
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
訪
問
は
過
去

1
年
間
で
月

1
回
の
ペ
ー
ス
で
あ
り
、
毎
回
の
滞
在
期
間
は

4
～

5
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
人
専
門

家
が

G
13

に
対
し
て
十
分
な

技
術
（
専
門
性
）
移
転
を
行
う
こ
と
は
難

し
く
、

G
13

に
と
っ
て
も
そ
う
し

た
短
期
間
で
日
本
人
専
門
家
か
ら
授
か
る
知
識
と
ス
キ
ル
を
十
分
に
咀
嚼
・
吸

収
す

る
こ

と
は

困
難

と
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
意

味
で

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
い

わ
ば

構
造

的
な

困
難

さ
と

地
理

的
制

約
を

最
初

か
ら

内
包

し
て

い
た

と
い

え
る

。
こ

の
よ

う
な

困
難

は
あ

っ
て

も
、

中
間

評
価

以
降

は
活

動
の

優
先
付
け
を
行
い
、
可
能
な
限
り
時
間
と
資
源
を
有
効
に
使
う
よ
う
に
し
た
。

 
• 

児
童

用
教

材
・

教
師

用
指

導
書

・
児

童
用

作
業

帳
を

用
い

る
な

ど
の

算
数

教
育

の
シ

ス
テ

ム
を

見
本

と
し

、
教

育
省
は
他
教
科
で
も
算
数
科
と
同
様
の
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
全
国
に
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 
• 

下
記

に
示

す
よ

う
に

、
教

育
省

の
調

整
に

よ
り

、
各

ド
ナ

ー
は

エ
ル

サ
ル

バ
ド

ル
の

教
育

に
対

し
て

、
補

完
し

な
が
ら
支
援
を
し
て
い
る
。

 
 

JI
C

A
は
算
数
科
に
、
米
国
国
際
開

発
庁
（

U
SA

ID
）
は
国
語
科
で
技

術
協
力
を
行
な
っ
て
い
る
。

 
 

イ
ベ

ロ
ア

メ
リ

カ
諸

国
教

育
・

科
学

・
文

化
機

構
（

O
EI
）

は
理

科
の

、
国

際
労

働
機

関
（

IL
O
）

は
社

会
科
の
教
材
作
成
に
関
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
契
約
の
資
金
を
拠
出
し
て
い
る
。

 
 

ス
ペ
イ
ン
国
際
協
力
庁
（

A
EC

ID
）
は
教
員
研
修
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
作
成
の
資
金
援
助
を
行
っ
て
い
る
。

 
 

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
政
府
と
プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
教
員
養
成
を
支
援
し
て
い
る
。

 

－149－



 
中
間
評
価
の
提

言
へ
の
対
処

 
中

間
評

価
に

お
け

る
実

施
プ

ロ
セ

ス

に
対

す
る

提
言

に
ど

の
よ

う
に

対
処

し
た
か
。

 

• 
PD

M
と

PO
と
実
施
体
制
図
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
情
に
即
し
て
訂
正
さ
れ
た
。
ま
た
広
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

責
任
を
持
つ
範
囲
を
改
め
て
設
定
し
た
。

 
• 

長
期

専
門

家
は

教
員

研
修

課
と

同
じ

場
所

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

を
移

し
、

現
職

教
員

研
修

用
マ

ニ
ュ

ア

ル
・
教
材
作
成
へ
の
技
術
支
援
を
強
化
し
た
。
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添
付
３
．
 

 
評
価
グ
リ
ッ
ド
：
５
項
目
に
よ
る
評
価
 

 
妥

当
性

：
高
い

 
評
価
項
目

 
小
項
目

 
調
査
結
果

 
エ

ル
サ

ル
バ

ド
ル

政
府

の
政

策

と
の
整
合
性

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

上
位

目
標

は
国

家

の
開

発
計

画
・

政
策

に
合

致
し

て
い

る
か
。

 

• 
20

04
年

6
月
に
就
任
し
た
サ
カ
大

統
領
は

20
04

年
か
ら

20
09

年
ま

で
の
政
府
計
画
「

Pa
ís

 S
eg

ur
o（

安
全
な
国
）」

を
発
表
し
た
。
同
計
画
は

16
の

活
動
領
域
を
掲
げ
、
教
育
分
野
も
「
近
代
化
へ
の
跳
躍
と
知
識
社
会
の
構
築
」
と

の
副
題
を
伴
っ
て
そ
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

 
• 

教
育
省
が

20
05

年
3
月
に
作
成
し

た
「
国
家
教
育
計
画

20
21

」
は
、

次
の

4
つ
の
戦
略
ラ
イ
ン
を
挙
げ
て
い
る
。

 
- 

戦
略
ラ
イ
ン

1：
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス

 
- 

戦
略
ラ
イ
ン

2：
実
効
性
の
あ
る
初
等
（
第

1～
9
学
年
）・

中
等
（

第
10
～

12
学
年
）
教
育

 
1)

 適
切
な
施
設
環
境
、

2)
 学

習
を
可
能
に
す
る
制
度
的
環
境
、

3)
 優

秀
で
意
欲
の
あ
る
教
員

、
 

4)
 学

び
を
促
進
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

、
5)

 教
員
及
び
学
習
者
の
資
格
認
定

 
- 

戦
略
ラ
イ
ン

3：
競
争
力
（
の
あ
る
人
材

の
育
成
）

 
- 

戦
略
ラ
イ
ン

4：
良
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践

 
• 

コ
ン
プ
レ
ン
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
上
記
の
戦
略
ラ
イ
ン

2
の
中
で
下
線
部
の
項
目
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
り
、
初

等
教
育
の
第

1
サ
イ
ク
ル
（
第

1～
3
学
年
）
と
第

2
サ
イ
ク
ル
（

第
4～

6
学
年
）
に
在
籍
す
る
児
童

の
算
数
の
思

考
力
と
分
析
力
、
国
語
の
理
解
力
と
表
現
力
を

向
上
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
学
業
成
績
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

 
• 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
「

CO
M

PR
EN

D
O

-J
IC

A
」

は
そ

の
名

の
示

す
と

お
り

、
コ

ン
プ

レ
ン

ド
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

活
動

を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
。

 
• 

こ
の
よ
う
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
開
発
政
策
・
開
発
ニ
ー
ズ
と
合
致
し
て
い
る
。

 
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

の
ニ

ー

ズ
と
の
整
合
性

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル

ー
プ

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

る

か
。

 

• 
PD

M
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は

2
種
類
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
が
存
在
す
る
。
一
つ
は

直
接
的
受
益
者
で
あ
る

G
13
。
も

う
一
つ
は
間
接
的
受
益
者
で
、
実
験
校

7
校
の
教
員
・
児
童
・
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ

チ
ー
ム
（
指
導
主
事
、
運
営
主
事
）
、
加
え
て
教
師
の
現
職
研
修
の
算
数
科
講
師
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

 
• 

G
13

は
算
数
教
育
に
関
す
る
能
力

向
上
を
必
要
と
し
て
お
り
、
ま
さ
に
こ
れ
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
指
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

 
• 

20
04

年
に

JI
C

A
が
実
施
し
た
調

査
に
よ
れ
ば
、
算
数
は
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
教
員
と
児
童
に
と
っ
て
最
も
不
得
手

な
科
目
で
あ
る
。
教
員
は
教
授
力
の
向
上
に
役
立
つ
教
材
と
研
修
を
強
く
求
め
て
お
り
、
児
童
は
良
い
教
材
を
欲
し
、

算
数
を
楽
し
く
学
び
た
い
と
願
っ
て
い
た
。

 
• 

実
験
校

7
校
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
チ
ー
ム
（
指
導
主
事
、
運
営
主
事

）
は
、
学
校
で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

活
動
を
行
う

際
に
使
用
す
る
有
形
の
ツ
ー
ル
と
標
準
様
式
を
必
要
と
し
て
い
た
。

 
• 

こ
の
よ
う
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
設
定
さ
れ
た
「
成
果
」
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
ニ
ー
ズ
と
合
致
し
て
い
る
。 

日
本

の
O

D
A

政
策

と
の

整
合

性
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
我

が
国

の
対

外
援

助
政
策
と
合
致
し
て
い
る
か
。

 
• 

日
本
政
府
は

20
02

年
に
発
表
さ
れ

た
「
成
長

の
た
め
の
基
礎
教
育
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
（

B
EG

IN
）」

で
、
開
発
途
上

国
の
教
育
の
「
質
」
向
上
へ
の
支
援
を
重
点
事
項
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
そ
の
中
で
次
の

3
点
を
細
目
と
し
て
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挙
げ
て
い
る
。

 
1)

 理
数
科
教
育
支
援
、

2)
 教

員
養
成
・
訓
練

に
対
す
る
支
援
、

3)
 学

校
の
管
理
・
運
営
能
力
の
向
上
支
援

 
• 

20
04

年
8
月
実
施
さ
れ
た
現
地
政
策
協
議
に

お
い
て
、
日
本
側

O
D

A
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
と
エ
ル
サ
ル

バ
ド
ル
政
府

と
の
間
で
、

20
04

年
か
ら

20
09

年
ま
で
の
現
政
権
に
対
す
る
日
本
の
援
助
重
点
分
野
を
以
下
の
と
お
り
確
認
し
て

い
る
。

 
1)

 経
済
の
活
性
化
と
雇
用
拡
大
、

2)
 社

会
開
発

、
3)

 持
続
的
開
発
の
た
め
の
環
境
保
全
、

4)
 民

主
主

義
の

定
着

・

強
化

 
  

  
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
初
等
教
育
の
質
の
向
上
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
社
会
開
発
の
分
野
に
お

け
る
支
援
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

 
• 

こ
の
よ
う
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
日
本
の

O
D

A
政
策
と
整
合
し

て
い
る
。

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

広
域

案
件

と
し

て

適
切
だ
っ
た
か
。

 
• 

G
13

と
教
育
省
職
員
と
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
結
果
に
よ
る
と
、
広
域
専
門
家
は
、
算
数
教
育
に
お
け
る
他
の
中
米
諸
国

で
の
同
様
の
課
題
に
直
面
し
た
際
の
経
験
に
通
じ
て
い
る
た
め
、
そ

れ
に
基
づ
き
彼
ら
の
活
動
を
効
率
的
か
つ
効
果

的
に
す
る
た
め
の
助
言
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た

G
13

は
、
広
域
研
修
は
近
隣
国
の
算
数
教
育
に
従
事

す
る
職
員
と
意
見
交
換
や
経
験
共
有
を
す
る
の

に
非
常
に
有
益
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
広
域
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
サ
ル
バ
ド
ル
側
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る
。

 

そ
の
他

 

中
間

評
価

以
降

、
妥

当
性

に
影

響
を

与
え

る
よ

う
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
取

り
ま
く
環
境
の
変
化
は
あ
っ
た
か
。

• 
教
育
省
の
国
家
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成
し
た
教
材
と
整
合
す
る
形
で
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
妥
当
性
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。

 
• 

算
数
科
の
専
門
を
高
め
る
た
め
、
第

1・
第

2
サ
イ
ク
ル
の
基
礎
課

程
の
教
員
に
対
し
て
、
大
学
卒
業
資
格
の
取
得

を
可
能
と
す
る
現
職
教
員
研
修
が
強
化
さ
れ
た

。
こ
れ
に
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
妥
当
性
は
中
間
評
価
時
点
よ
り

も
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。

 
  

有
効

性
：

高
い

 
評
価
項
目

 
小
項
目

 
調
査
結
果

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
に

対
す

る

成
果
の
貢
献

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

ど
の

程
度

達

成
さ

れ
た

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
を

受
け

て
達
成
さ
れ
た
も
の
か
。

 

＜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
見
込
み
：
教
材
の
開
発
＞

 
• 

付
録

 1
に
記
載
の
と
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
を
達
成
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
。

 
 

第
1～

第
6
学
年
の
教
師
用
指
導
書
と
児
童
用
教
材
、
第

1～
第

3
学
年
の
児
童
用
作
業
帳
は
作
成
済
み
で
あ

り
、
全
国
に
配
布
さ
れ
る
た
め
に
印
刷

さ
れ
た
。

20
08

年
12

月
か

ら
20

09
年

2
月
に
全
国
配
布
さ
れ

る
予

定
。

 
 

教
員
研
修
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
教
材
の
モ

ジ
ュ
ー
ル

Iか
ら

V
II

Iは
最

終
版
作
成
中
で
あ
る
が
、
バ
リ
デ
ー
シ

ョ
ン
を
兼
ね
順
次
現
職
教
員
研
修
で
使
わ
れ
て
い
る
。

 
 

第
1
学
年
用
形
成
評
価
ツ
ー
ル
は
作
成
済
み
で
、

20
06

年
か
ら
全
国

に
配
布
さ
れ
使
わ
れ
て
い
る
。

 
 ＜
成
果
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
結
び
つ
き
＞

 
• 

下
記
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
成
果
は
達
成
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

成
果
の
達
成
に
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
が
達

成
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
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上
記
の
教
材
作
成
に
よ
り

G
13

の
能
力
が
向
上
し
た
。

 
 

付
録

1 
に
示
し
た
よ
う
に
、

G
13

の
専
門
性
向
上
は
自
己
評
価
の
結
果
と
算
数
基
礎
学
力
の
継
続
的
評
価
の

結
果
か
ら
見
て
と
れ
る
。

 
 

PD
M

に
示
さ
れ
た
各
種
教
材
の
作
成
者
の
満
足
度
が
高
い
。
た
だ
し
、
何
人
か
は
も
っ
と
質
を
よ
く
で
き
る

と
思
っ
て
い
る
。

 
 • 

要
約
す
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
と
成
果
は

達
成
さ
れ
た
。
中
間
評
価
で
活
動
の
優
先
付
け
を
行
い
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
計
画
を
再
構
築
し
た
こ
と
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
有
効
性
を
高
め
る
た
め
に
非
常
に
重
要
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
上

位
目

標
の

達
成

に
有
益
か
。

 
• 

下
記
の
事
項
が
確
認
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
上
位
目
標
達
成
に
向
け
て
有
益
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

 
• 

G
13

の
算
数
教
育
に
関
す
る
能
力

は
次
の
点
で
強
化
さ
れ
て
い
る
。

 
 
教
科
に
関
す
る
知
識
（
算
数
科
そ
の
も
の
に
対
す
る
正
し
い
理
解
）

  
 
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
の
方
法

 
 

授
業
と
単
元
の
計
画
策
定
 

 
教
え
と
学
び
に
関
す
る
形
成
評
価
（
授
業
の
改
善
に
向
け
て
算
数
科

の
各
領
域
に
関
す
る
児
童
の
理
解

を
定
期
的
試
験
に
よ
り
評
価
す
る
方
法
）
 

 
研
修
計
画
の
設
計
と
実
施
 

 
実
際
の
授
業
に
お
け
る
教
え
方
と
児
童
の
学
び
の
評
価
 

 
授
業
観
察
に
基
づ
く
児
童
の
学
び

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
プ
ロ
セ
ス
 

• 
G

13
は
自
己
評
価
の
能
力
が
向
上

し
た
。

 
• 

教
員
は
、
自
ら
の
教
え
方
が
以
前
よ
り
系
統
だ
っ
た
も
の
と
な
り
、
双
方
向
的
で
効
果
的
に
な
っ
た
と
実
感
し
て
い

る
。
 

• 
教
員
は
、
児
童
の
学
び
が
以
前
よ
り
活
発
で
参
加
的
に
な
り
、
思
考
を
働
か
せ
て
満
足
の
い
く
も
の
に
な
っ
た
と
実

感
し
て
い
る
。
 

• 
指
導
主
事
も
、
学
校
訪
問
時
に
評
価
ツ
ー
ル
一

式
を
活
用
し
、
同
様
の
良
好
な
変
化
を
確
認
し
て
い
る
。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

及
び

成
果

の
達

成
の

た
め

の
阻

害
・

貢
献

要
因

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

と
成

果
達

成
の

阻
害
・
貢
献
要
因
は
何
か
。

 
＜
根
本
的
な
阻
害
要
因
＞

 
• 

実
現
可
能
性
に
関
す
る
不
十
分
な
事
前
調
査
に
基
づ
い
た
案
件
形
成

 
• 

案
件
理
解
を
困
難
に
さ
せ
た

PD
M

の
非
論
理
的
構
成
と
不
明
瞭
な
表
現

 
• 

使
用
可
能
な
資
源
と
時
間
に
比
べ
て
過
度
な
期
待
に
基
づ
い
た
野
心
的
計
画

 
＜
実
務
上
の
阻
害
要
因
＞

 
• 

以
下
の
よ
う
な
教
育
省
内
の
運
営
上
の
い
く
つ
か
の
変
更
、
お
よ
び
時
間
を
要
す
る
意
思
決
定
と
手
続
き

 
 

教
材
の
印
刷
・
配
布
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
前
倒
し
に
な
っ
た
こ
と

 
 

入
札
手
続
き
完
了
後
、
教
員
研
修
の
準
備
時
間
が
タ
イ
ト
に
な
っ
た
こ
と

 
 

現
職
教
員
研
修
で
、
教
員
養
成
機
関
の
参
加
形
態
が
入
札
に
よ
る
選
定
に
変
更
に
な
っ
た
こ
と
。
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＜
根
本
的
な
貢
献
要
因
＞

 
• 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
及
び
教
育
省
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

 
• 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
算
数
教
育
に
お
け
る
教
員
と
児
童
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

 
 

＜
実
務
上
の
貢
献
要
因
＞

 
• 

日
本
人
専
門
家
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
広
域
研
修
が
高
い
質
で
あ
っ
た
こ
と

 
• 

域
内
の
他
国
と
経
験
を
共
有
で
き
た
こ
と

 
• 

日
本
の
経
験
に
基
づ
い
て
提
供
さ
れ
た
指
導
・
助
言

 
• 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
外
の
変
化
に
応
じ
た
適
切
な
対
応

 
• 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
際
し
て
の

G
13

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
熱
意

 
  

効
率

性
：

高
い

 
評
価
項
目

 
小
項
目

 
調
査
結
果

 
成

果
を

達
成

す
る

た
め

の
投

入

と
活
動
の
適
切

さ
 

成
果

を
達

成
す

る
た

め
の

投
入

と
活

動
は
適
切
だ
っ
た

か
。

 
 

• 
投
入
と
活
動
は
成
果
を
生
み
出
す
こ
と
に
寄
与
し
て
い
る
。

 
• 

人
材
、
機
材
、
経
費
な
ど
の
投
入
は
す
べ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
。

 
• 

活
動
は
総
じ
て
当
初
計
画
に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
上
欄
に
記

載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
阻
害
要
因
が
も
た
ら
し

た
種
々
の
変
更
に
よ
り
、
教
材
の
質
を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
活
動
時
期
と
資
源
の
調
整
が
必
要
だ
っ
た
。
活
動
の

計
画
と
実
績
は
付
録

 6
の
と
お
り
。

 
エ

ル
サ

ル
バ

ド
ル

側
投

入
の

適

切
さ

 
エ

ル
サ

ル
バ

ド
ル

側
投

入
は

適
切

だ

っ
た
か
。

 
• 

付
録

 1
に
記
載
の
と
お
り
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
側
の
投
入
は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
。
投
入
は
教
育
省
の
規
定
に
則

っ
て
提
供
・
管
理
さ
れ
て
い
る
。

 
日
本
側
投
入
の

適
切
さ

 
日
本
側
投
入
は
適

切
だ
っ
た
か
。

 
• 

付
録

 1
に
記
載
の
と
お
り
、
日
本
側
の
投
入

も
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
。

 
運
営
管
理
の
効

率
性

 
成

果
達

成
に

向
け

て
、

投
入

は
適

切

に
運
営
管
理
さ
れ

た
か
。

 
 

• 
「
有
効
性
」
の
部
分
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
率
性
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
い
く
つ
か
の

阻
害
要
因
が
存
在
す
る
。

 
• 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
阻
害
要
因
に
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
側
・
日
本
側
の
双
方
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
と
メ
ン
バ
ー
は
、
共
同
し

て
対
処
し
、
支
障
を
軽
減
さ
せ
た
。
結
果
と
し
て
、
運
営
管
理
の
大
き
な
問
題
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。

 
  

イ
ン

パ
ク

ト
：
高
い

 
評
価
項
目

 
小
項
目

 
調
査
結
果

 
上
位
目
標
達
成

の
見
込
み

 
上

位
目

標
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後

5-
10

年
後
に
達
成
さ
れ
る
見
込
み

は

あ
る
か
。

 

• 
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
実
験
校

4
校
の
教
師
の
多
く
は
、
授
業
と

児
童
の
学
習
に
良
好
な
変
化
が
見
ら
れ
た
と
回

答
し
た
。（

付
録

4）
。

 
• 

教
材
を
活
用
し
、
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
教
員
が
同
様
の
変
化
を
感
じ
取
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

 
• 

全
国
の
現
職
教
師
へ
の
研
修
を
行
う
計
画
が
あ
り
、
新
規
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
見
直
し
が
始
ま
っ
て
い
る
。
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• 
し
か
し
な
が
ら
、
将
来
上
位
目
標
が
達
成
さ
れ
る
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成
さ
れ
た
教
材
が
全
国
に
配
布
さ
れ
、

か
つ
、
現
職
教
員
研
修
と
新
規
教
員
養
成
の
質
が
保
た
れ
る
必
要
が
あ
る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
よ

る
イ

ン
パ
ク
ト
と
波

及
効
果

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

正
負

の

影
響
や
波
及
効
果

は
何
か
。

 
＜
正
の
影
響
＞

 
• 

教
育
省
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
第

1・
第

2
サ
イ
ク
ル
の
新
し
い
国
家
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
反

映
さ
せ
た
。
同
様
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
教
材

作
成
で
用
い
ら
れ
た
知
見
は
、
第

3
サ
イ
ク
ル
や
高
等
教
育
の
国
家

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
で
も
有
用
だ
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
そ
の
成
果
は
長
期
に
わ
た
り
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
算
数

教
育
の
基
礎
を
成
す
見
込
み
で
あ
る
。

 
• 

教
育
省
は
授
業
と
児
童
の
学
習
に
と
っ
て
こ
れ
ら
教
材
が
有
用
で
有
効
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
に
至
っ
た
。
同
省

は
独
自
予
算
に
よ
っ
て
全
国
の
す
べ
て
学
校
（

約
50

00
校
）
宛
に
教

材
を
印
刷
・
配
布
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

教
材
別
・
学
年
別
の
印
刷
・
配
布
数
は
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
教
材
／
学
年

 
1 

2 
3 

4 
5 

6 
教
師
用
指
導
書

 
8,

30
0 

7,
90

0
7,

80
0

7,
63

2
7,

61
7

7,
59

5 
児
童
用
教
材

 
19

7,
70

0 
16

6,
51

2
15

5,
57

0
14

7,
86

8
13

6,
86

2
12

1,
57

9 
児
童
用
作
業
帳

 
19

7,
70

0 
16

6,
51

2
15

5,
57

0
14

7,
86

8
13

6,
86

2
12

1,
57

9 

• 
教

育
省

は
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
「

C
O

M
PR

EN
D

O
-J

IC
A
」

で
開

発
さ

れ
た

教
材

の
有

効
性

を
認

め
、

他
ド

ナ
ー

に

も
教
材
開
発
を
要
請
し
た
。

JI
C

A
は
算
数
科
に
、
米
国
国
際
開
発
庁
（

U
SA

ID
）
は
国
語
科
に
お
い
て

技
術
協
力
を

行
な
っ
て
い
る
。

 イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
諸
国
教

育
・
科
学
・
文
化
機
構
（

O
EI
）
は
理
科
の

、
国
際
労
働
機
関
（

IL
O
）

は
社
会
科
の
教
材
作
成
に
関
し
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
契
約
の
資
金
を
そ
れ
ぞ
れ
拠
出
し
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
国
際
協

力
庁
（

A
EC

ID
）
は
教
員
研
修
の

モ
ジ
ュ
ー
ル

作
成
の
資
金
援
助
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
政

府
と
プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
教
員
養
成
を
支
援
し
て
い
る
。

 

注
：

JI
C

A
、

U
SA

ID
、

O
EI
、

IL
O
及

び
A

EC
ID

の
フ

ル
ス
ペ
リ
ン
グ
は
報
告
書
巻
頭
の
略
語
表
を
参
照
。

 

• 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

終
了

ま
で

の
期

間
を

使
っ

て
、
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
範

囲
外

の
）

教
員

研
修

マ
ニ

ュ
ア

ル
・

教
材

の
モ
ジ
ュ
ー
ル

IX
か
ら

X
V

Iの
作
成
も
行
う
予
定
で
あ
る
。

 
 ＜
負
の
影
響
＞

 
• 

大
き
な
阻
害
要
因
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た

実
験
校

4
校
の
教
員
か
ら
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン

ト
が
あ
っ
た
。
新
し
く
開
発
さ
れ

た
教
材
を
用
い
て
新
し
い
教
授
法
に
適
応
し
よ
う
と
奮
闘
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
る
。

 
 

い
ろ
い
ろ
な
道
具
や
材
料
を
事
前
に
準
備

す
る
仕
事
が
増
え
た
。

 

教
材
／
学
年

 
JI

C
A

 
U

SA
ID

 
O

EI
 

O
IT

 
教
師
用
指
導
書

 
児
童
用
教
材

 
児
童
用
作
業
帳

 
算
数
科

 
国
語
科

 
理
科

 
社
会
科
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幾
つ
か
の
学
習
テ
ー
マ
を
自
分
で
組
み
立
て
る
の
に
多
く
の
時
間
を
要
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 
 

  自
立

発
展

性
：
中
程
度

 
評
価
項
目

 
小
項
目

 
調
査
結
果

 
政
策
・
制
度
的

側
面

 
 

教
育

省
は

ど
の

よ
う

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

を
最

大
化

し
、

普
及

し
よ

う
と
し
て
い
る
か

。
 

• 
「
国
家
教
育
計
画

20
21

」
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
、
教
育
省
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
開
発
さ
れ
た
す
べ
て
の
教

材
を
全
国
の
学
校
に
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

 
• 

教
育
省
は
、
児

童
に
知
識

を
広
げ

理
解
を
深
め
て

も
ら
う
よ

う
児
童

用
作
業
帳
を
配

布
す
る
た

め
の
予

算
を
毎
年
確

保
す
る
と
約
束
し
て
い
る
。

 
• 

11
1
校
を
対
象
と
し

た
C

O
M

PR
EN

D
O
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
枠
組
み
に
お

い
て
、
教
育
省
は

1～
3
年
生
の
教

員
を
対
象

と
し
た
研
修
を

20
06

年
1
月
か
ら

開
始
し
た
。
こ
の
現
職
教
員
研
修
の
詳
細
実
績
は
付
録

 1
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

た
だ
し

20
09

年
の
現
職
教
員
研
修

は
予
算
が
承
認
さ
れ
て
い
な
い
。
他

ド
ナ
ー
の
支
援
に
よ
る
一
部
の
現
職
教
員
研

修
は
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も

そ
れ
ぞ
れ
の
資
金
援
助
を
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
期
間
し
か
予
算
が
な
い
。 

• 
教
育
省
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
新
し
い
国
家
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
反
映
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

そ
の
成
果
は
長
期
に
わ
た
り
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
算
数
教
育
の
基
礎
を
成
す
見
込
み
で
あ
る
。

 
 

組
織
・
技
術
的

側
面

 
• 

教
育
省
の
組

織
力
と

G
13

の
技

術
力

（
専

門
性

）
は

ど
の

程
度

強
化
さ
れ
た
か
。

 

• 
教
育
省
に
お
い

て
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
と
関
連
し
た

部
課
の
組

織
的
な

能
力
は
強
化
さ

れ
た
と
い

え
る
。

特
に
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
課
の
技
官
は
算
数
教
育
に
関
す
る
知
識
と
技
能
を
修
得
し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
課
内
で
他
の
教
科
（
国
語
科
、

理
科
、
社
会

科
）
を
担

当
す
る
チ

ー
ム
と
は
異

な
り
、
算

数
チ
ー
ム

だ
け
が
自
ら

教
材
開
発

を
行
っ
た

。
算
数
チ
ー

ム
の

6
人
の
技
官
は
日
本
人
の
広

域
専
門
家
か
ら
集
中
的
に
実
地
指
導
を
受
け
た
。
こ
れ
ら
技
官
が
継
続
し
て
勤
務

す
る
限
り
、
算
数
教
育
に
関
す
る
知
識
と
経
験
は
教
育
省
内
に
定
着
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

 
• 

教
員
研
修
課
も

教
員
研
修

用
マ
ニ

ュ
ア
ル
・
教
材

の
作
成
に

関
し
て

、
深
い
知
識
と

技
能
を
習

得
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
終
了
前
に
モ
ジ
ュ
ー
ル

Iか
ら

V
II

Iま
で
の

第
1
版
を
完
成

す
る

。
し
か
し
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
改
訂
に
は
広
域
専

門
家
の
支
援
の
継
続
が
必
要
で
あ
る
。

 
• 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
課
の
中
で
第

1
学
年
用
形
成
評
価
ツ
ー
ル
の
作
成
に
従
事
し
た
技
官
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
問
題

集
の
作
成
・
ツ
ー
ル
の
継
続
的
な
改
訂
・
第

2
か
ら
第

3
学
年
の
形
成
評
価
ツ
ー
ル
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
作
成
に
は
広
域
専
門
家
の
支
援
の
継
続
が
必
要
で
あ
る
。

 
 

財
政
的
側
面

 
• 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

連
す

る
財

政
的

基
盤

は
ど

の
程

度
確

た
る

も
の
か
。

 

• 
20

08
年
、

20
09

年
、

20
10

年
の

全
国
レ
ベ
ル
で
の
教
材
の
印
刷
・
配
送
に
つ
い
て
は
信
託
基
金
で
確
保
済
み
で
あ

る
。

 
• 

教
育
省
は
、
当
面
の
持
続
性
を
保

証
す
る
た
め
に
、
教
科
書
無
償
配

布
、
教
師
教
育
（
主
に
現
職
教
員
研
修
）、

フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
、
授
業
評
価
に
関
し
て
は
政
府
と

し
て
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
し
て
い
る
と
発
言
し
た
。
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添付４．   実験校 4 校（Canton Moropala 校、Reparto Valle Nuevo 校、Humberto Quitero

校、Uruguay 校）の教員コメント 

 

＜教え方の変化について＞ 
A. 正の変化 

 具体的な教材に基づき、より実際の授業に適した計画ができるようになった。 
 問題の解き方に以前より焦点を合わせた形に算数授業が変わった。 
 児童がチームワークを持ってグループで作業するようになり、理解がさらに進んだ。 
 教材を読み実習させるだけなので、児童に向かう時間が増えた。 
 児童がどうしたら理解するか、あれこれ悩まなくともよくなった。 
 画一的なやり方ではなく、以前よりダイナミックに教えている。 
 説明が明確になった。 
 いつも家で指導書を読み、授業の準備をしている。指導書の情報が実際の授業で役に

立つので、算数教育を楽しんでいる。 
 いくつも問題解法のオプションを持ち、教え方が前より創造性あふれたものになって

いる。 
 児童が疑問点を抱えたまま授業が終わってしまうことが少なくなった。 
 教え方の方法も提示されている例題も授業に応用がきく。 

 
B. 負の変化 

 いくつかのレッスンは量が多すぎて、最後の方まで行う時間が不足する。教育省の

学力到達度テストの準備ができなくなる。 
 必要な時間が考えられておらず、時間が足りない。 
 時間がかかりすぎ、実際的でない。 

 
 
＜児童の学びの変化について＞ 
A. 正の変化 

 児童は効率的に学び、積極性が増し、授業を以前よりよく理解している。 
 児童は以前より積極的に参加し、頭を働かせて分析するようになり、黒板に出て書く

のを怖がらなくなった。 
 授業は以前より能動的となり、児童の関心が喚起されている 
 児童は以前より積極的に参加し、間違えることを恐れなくなった。 
 前の時間に覚えたことを実践し、新しい発見を持つようになった。 
 例題を解くための多くの方法があることを知り、算数科の論理思考能力の開発が見

られる。 
 授業を以前より簡単に理解できており、よく動機づけされている。 
 学習は有益であり、到達度は以前より向上している。 

－157－



 児童は一人で学習し、合理的に分析できるようになった。 
 きれいで質が高く、動機づけにすぐれたツールである。 
 より幅広い思考ができるようになり、競争で能力を磨き合っている。 
 一つの問題を合理的に考え、いくつもの解き方を考えだせるようになった。 
 以前より容易に知識が吸収できるようになった。 
 計算の運用が発達し、合理的に結果を求められるようになった。 
 すべての授業の場面で児童自身が主人公となることができるようになった。 
 ひとりで興味を持って学習している。 
 もっと算数を学びたいと言っている。 
 読み書きが容易にできるようになり、算数科と同様に文学や物語にも関心を持つよう

になった。 
 
B. 負の変化 

 児童はこのやり方に慣れていない 
 学習が進まない 
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添付５． G13による広域研修受講

1 第一回ホンジュラス在
外広域研修

2006年4月23
日～5月6日

マルガリータ・モンタル
ボ
ビルマ・カルデロン
セリーナ・グアルダード
オスカル・レムス

グスタボ・セロス
カルロス・カブレラ
シルビオ・ベナビデス

2 第一回本邦広域研修 2006年6月11
日～7月8日

ビルマ・カルデロン
セリーナ・グアルダード

オスカル・レムス
カルロス・カブレラ

3 第二回ホンジュラス在
外広域研修

2007年4月22
日～5月5日

ビルマ・カルデロン
グスタボ・セロス
カルロス・カブレラ

シルビオ・ベナビデス
ベルナルド・モンテロサ
ホセ・エリアス・コエロ

4 算数教育に関する国際
シンポジウム

2007年4月27
日

ビルマ・カルデロン
グスタボ・セロス
カルロス・カブレラ
シルビオ・ベナビデス
ベルナルド・モンテロサ
ホセ・エリアス・コエロ

セリーナ・グアルダード
オスカル・レムス
ダリラ・ラミレス
カルロス・ロペス
アベル・ロハス
ニコラス・アルゲータ

5 第二回本邦広域研修 2007年11月12日
～12月7日

グスタボ・セロス
シルビオ・ベナビデス
ベルナルド・モンテロサ

ホセ・エリアス・コエロ
ニコラス・アルゲータ

6 第三回ホンジュラス在
外広域研修

2008年4月28
日～5月3日

ビルマ・カルデロン
グスタボ・セロス
カルロス・カブレラ
シルビオ・ベナビデス
ベルナルド・モンテロサ
ホセ・エリアス・コエロ

セリーナ・グアルダード
ダリラ・ラミレス
カルロス・ロペス
アベル・ロハス
ニコラス・アルゲータ

研修 期間 参加者
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添付７．教育省投入人材（Ｇ13）一覧

課 役職
1 マリア・セリーナ・

グアルダード

教員研修課算数技官（ランク I）

2 マリア・ダリラ・

ラミレス・リベラ

教員研修課算数技官（ランク II）

3 アベル・ロハス・アギレ 教員研修課算数技官（ランク II）
4 カルロス・ロペス 教員研修課算数技官（ランク II）
5 オスカル・エドゥワルド・

レムス・ロメロ

指導主事課技官（ランク II）

6 ニコラス・エルナンデス・
アルゲータ

指導主事課技官（ランク II）

7 ビルマ・カルデロン・ソリアー

ノ・デ・アルバラード

カリキュラム開発算数技官（ランクI）

8 グスターボ・アントニオ

・セロス・ウルティア

カリキュラム開発算数技官（ランクI）

9 シルビオ・エルナン・

ベナビデス

カリキュラム開発算数技官（ランクI）

10 カルロス・アルベルト

・カブレラ・マロキン

カリキュラム開発算数技官（ランクI）

11 ベルナルド・グスターボ

・モンテロサ

カリキュラム開発算数技官（ランクI）

12 ホセ・エリアス・コエロ カリキュラム開発算数技官（ランクI）
13 ロサ・マルガリータ・

モンタルボ

アカデミック課課長

授業フォロー

アップ部指導主

事課

教育開発部アカ

デミック課

氏名
教育開発部教員

研修課
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2006 2007 2008
20,421.01 14,355.39 4,118.99 38,895.39
7,801.50 24,012.30 0.00 31,813.80
10,258.68 34,411.86 7,708.60 52,379.14
668.90 83.35 332.02 1,084.27

4,778.34 3,949.14 616.43 9,343.91
37,736.61 0.00 0.00 37,736.61
81,665.04 76,812.04 12,776.04 171,253.12
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添付１３．略語表 

AECI Agencia Española de la Cooperación Internacional （スペイン国際協力庁）  

AOD Asistencia Oficial para el Desarrollo （政府開発援助） 

BEGIN Basic Education for Growth Initiative （成長のための基礎教育イニシアティブ） 

CCC Comité Coordinador Conjunto （合同調整委員会） 

CDPD Centro de Desarrollo Profesional Docente （教育技能開発センター） 

CE. Centro Escolar （学校） 

COMPRENDO-

JICA 

Proyecto para el Mejoramiento de la Enseñanza de la Matemática en la Educación 

Primaria en la República de El Salvador （エルサルバドル初等教育算数指導力向上

プロジェクト） 

C/P Contraparte（カウンターパート）  

G3+1 3 personas contrapartes mayores y 1 jefa de la Unidad Académica（教育省の主要カ

ウンターパート 3 名及びアカデミック課課長 1 名の計 4 名） 

G10 10 personas contrapartes en el MINED （教育省の当初のカウンターパート 4 名） 

G13 13 personas contrapartes en el MINED （教育省の現在のカウンターパート 13 名） 

G20 20 Profesores de Matemática de las instituciones superiores de formación docente

（高等教育レベル教員養成機関の数学の専門教員 20 名）  

G30 3 personas contrapartes mayores en el MINED, 4 especialistas en los CDPDs y 23 

profesores en las Universidades y personas en las Direcciones Departamentales de 

Educación （教育省の主要カウンターパート 3 名、各地域のＣＤＰＤの専門人材 4 名

及び大学・県教育事務所の人材 23 名の計 30 名） 

OIT Organización Internacional de Trabajo （国際労働機関） 

JICA Agencia de Cooperación Internacional del Japón （国際協力機構） 

JOCV Japan Overseas Cooperation Volunteers （青年海外協力隊） 

MINED Ministerio de Educación （教育省） 

ODA Official Development Assistance （政府開発援助） 

OEI Organización de Estados Iberoamericanos para la Educación, la Ciencia y la Cultura

（イベロアメリカ諸国教育・科学・文化機構）  

PDM Matriz de Diseño del Proyecto （プロジェクト・デザイン・マトリックス） 

PO Plan Operativo （活動計画表） 

PROMETAM Proyecto para el Mejoramiento de la Enseñanza Técnica en Matemáticas en la 

República de Honduras （ホンジュラス算数指導力向上プロジェクト） 

R/D Registro de Discusiones  （討議議事録） 

USAID United States Agency for International Development （米国国際開発庁） 
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 教育省授業フォローアップ部指導主事課 

 
 
 
 
 
 

調査分析ユニット 
 
 
 

 
プロジェクトＣＯＭＰＲＥＮＤＯ－ＪＩＣＡ 

第１・第２サイクル授業比較分析 
2008 

 
  

 
 

サンサルバドル 2008 年 9 月 5 日 
 
 
 
INTRODUCCIÓN. 

添付１４  第 1・第２サイクル授業比較分析 
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本比較研究の実施に当たっては、2008 年 8 月に実施した第１・第２サイクル授

業分析フォーマット結果を用いている。フォーマットにある授業前のインタビュ

ー、練習帳の使用に関する質問、授業分析にかかる諸インディケータ、観察者に

よるノートの点検を考慮しつつ、見やすさのため棒グラフ及び％表示により結果

を表示する。 
 

 
目的 

プロジェクト COMPRENDO-JICA 実験校の第１サイクル 18 クラス及び第

２サイクル 17 クラスの授業分析結果を比較するもの。 
 
 
実施方法 

プロジェクト COMPRENDO-JICA が用いる分析用集計フォーマットを用

い、得られた結果を授業フォローアップ部指導主事課調査分析ユニットが

データ処理する。 
以下の点を考慮し、授業観察結果の比較分析を行った。 

あ）第１サイクルの教員は教材（教員用指導書、児童用教科書及び児

童用練習帳）の使用に関する講習等を受講している。また同グループ

の中には教員養成機関による現職教員研修をこれまで受講している者

がおり（訳注：約 20～30％）、同研修ではプロジェクトが勧める教授

法を取り入れつつＧ１３がテキストを作成している。 
い）2007 年に 4 年生のバリデーション版指導書及び教科書が配布され

ているが、そのうち多くの教員は今年 4 年生を受け持っていない。 
う）5 年生、6 年生の教材はまだ一度も配布されておらず、また第２サ

イクルは児童用練習帳はプロジェクトでは作成していない。 
 

サイクル間の比較に際しては、教材の配布及びプロジェクトが実施した教

員研修、講習に起因する教員の変容を中心に分析を行う。 
 

 
 
 
1) 授業前インタビュー 
¿児童に練習帳を持って帰らせていますか？ 

(PrimerCiclo が第１サイクル、 
Segundo ciclo が第２サイクル。 

またＳＩが「はい」ＮＯが「いいえ」） 
 
 

Primer 
ciclo

Segundo 
ciclo

SI 70% 7%
NO 18% 7%
N/A 12% 86%
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宿題若しくは内容の復習として練習帳を家に持って帰らせる観点について、練習

帳を有する第１サイクルの 70％の教員はそれを実施しているが、第２サイクル

では 86％の教員は練習帳が配布されてないためＮＡである。第２サイクルでは

練習帳がないため、代わってノートを家に持って帰らせているかどうかで「は

い」「いいえ」を回答しているものもある。 
 
¿練習帳に直接書き込ませていますか?       
   

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第１サイクルでは 94％が肯定的回答であるが、第２サイクルでは上と同じ理由

により、75%がＮＡである。 
 

SI
NO

N/A

Primer ciclo

Segundo ciclo

7% 7%

86%
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2) 授業観察 
 

 発問、指示の計画 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

児童が機械的に答えるのを防ぐなど質問や支持にある程度の工夫が見られ

るのは第一サイクルで 56％であるが、第２サイクルでは 42％である。第

１サイクルの教員は指導書にある指導法を考慮しており、発問に向上が見

られる。  
 

    
 教材・教具の適切な使用 

 
 
 

Primer 
ciclo

Segundo 
ciclo

A 18% 14%
B 56% 42%
C 19% 41%
N/A 7% 2%

A B C N/A

Primer ciclo
Segundo ciclo

14%

42% 41%

2%

18%

56%

19%

7%0%
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20%
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40%
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Primer 
ciclo

Segundo 
ciclo

A 42% 28%
B 34% 11%
C 4% 20%
N/A 19% 41%
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指導書にある教材教具の使用と授業のポイントを黒板に書くことによる教

材・教具の適切な使用について、Ａ（良好）、Ｂ（中庸）がそれぞれ４

2 %、34％であるが、第２サイクルでは授業のポイントを黒板に書くとい

う観点で 28％である。  
 
 

 児童の活動保証 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
児童の活動保証の一つである児童の良いところをほめる、児童の活動時間

の確保に関し、第１サイクルは 57%、第２サイクルは 49%となっている。

その他両サイクルで特筆すべきは、児童が退屈しないよう説明を最低限行

う点であるが、第１サイクルでは 26%、第２サイクルでは 22%がそれを

A B C N/A

Primer ciclo
Segundo ciclo

28%

11%

20%

41%42%
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行っている。         
   

 
 適切な評価活動 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

適切な評価活動に関し、第１サイクルでは指導内容を正しく教える教員が

40％、第２サイクルでは机間巡視による児童の理解度の確認を行う教員が

34%である。また授業の目的に応じた問題を出しているかどうかについて

は、両サイクルの大きな差は認められず、それぞれ 39%、40%であった。 
        

        
 児童の考えを活用する 

 
 

 
 
 

Primer 
ciclo

Segundo 
ciclo

A 39% 34%
B 40% 40%
C 12% 20%
N/A 9% 6%

A B C N/A
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Segundo ciclo
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N/A 29% 26%
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児童の誤答に対し間違っていると言わない教員は第１サイクルで 31%、

第２サイクルで 19%、また児童の発言を利用して授業を実施するのは第

一サイクルで 16%、第２サイクル 11%である。本質問群では第一サイク

ルの向上が、Ａが 16％、Ｂが 31％と際立っている。 
    

         
3). ノート点検 

ノートチェックに関する比較分析ではサイクル間の大きな差異は見られな

かった。 
 

 観察者として、練習問題量は適切であったと思うか 
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練習問題の量に関し、第１サイクルでは学習内容定着のため十分な問題が

与えられたとするのが 44%であるが、第２サイクルでは 25%である。 
         

 観察者として、授業の目的は達成されたと思うか 
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観察者によると第１サイクルでは 28％の授業が計画された目的を達成し

たと答えているが、第２サイクルでは６％にとどまっている。いずれのサ

イクルにおいても向上が必要である。       
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添付 15．教材贈与式掲載記事（大衆紙“El Diario de Hoy”） 

 

掲載記事抄訳（赤枠）： 
エルサルバドル政府は教育省を通じて、初等教育算数指導力向上プロジェクトの中で７校に算数の教科

書を贈呈してくれたことに対し、日本国民と日本政府に感謝する。 
この教科書贈呈により、1 年生から 6 年生まで 7,642 人の児童が便益を受け、更に授業からの脱落者、留

年者などの指標の減少に繋がる算数の指導法の改善が期待される。 
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